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はじめに 
 
 豊田市では水と緑につつまれたものづくり環境先進都市を目指し、本年１０月より緑化

地域制度を導入します。 

本マニュアルは、豊田市の緑化地域制度に対する理解を深めて頂くために、制度の内容、

申請手続き、緑化率等の算出方法など、運用上必要となる事項を記載したものです。 

また、緑化計画を行う際の緑化手法や設置箇所に適した樹種等を紹介し、円滑な緑化申

請が行えるように配慮しています。本マニュアルの活用により、緑あふれる都心の形成に

向け、市民・事業者の方々及び公共団体が取り組む、緑化推進の一助となることを切に期

待しております。 

 

平成 24 年 6 月 豊田市  
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用語の意味と説明 

語 句
ふ り が な

 説 明 関 連 法 令  
関 連 

ページ 

緑化
りょっか

地域
ち い き

 

都市計画区域内の用途地域が指定されている区域
内で、良好な都市環境の形成に必要な緑地が不足し、
建築物の敷地内において緑化を推進する必要がある
区域として、都市計画において定められた地域。 

都市緑地法第３４
条第１項 

５ 

緑化
りょっか

施設
し せ つ

 

植栽、花壇、その他の緑化のための施設及び敷地
内に保全された樹木、ならびにこれらに附属して設
けられる園路、土留その他の施設。（当該建築物の
空地、壁面、屋上その他の屋外に設けられるものに
限る。） 

都市緑地法第３４
条第２項 

６ 

環 境
かんきょう

負荷
ふ か

低減
ていげん

施設
し せ つ

 

太陽光発電設備その他市長が環境への負荷の低減
に資すると認めた施設及び設備。（緑化率の算定の
基礎とされた緑化施設を除く。） 

豊田市緑化推進条
例第２条（５） 

６ 

緑化
りょっか

施設
し せ つ

等
とう

 

豊田市独自に定めるもので、都市緑地法施行規則
に記載された緑化施設のほかに、環境負荷低減施設
の面積を加えたもの。 

緑化施設等＝緑化施設＋環境負荷低減施設 

豊田市緑化推進条
例第８条第１項 

６ 

緑化率
りょっかりつ

 
緑化施設の面積の敷地面積に対する割合。 都市緑地法第３４

条第２項 
６ 

環 境
かんきょう

負荷
ふ か

低減率
ていげんりつ

 

建築物の環境負荷低減施設の面積の敷地面積に対
する割合。 豊田市緑化推進条

例第２条（６） 
６ 

緑化率
りょっかりつ

等
とう

 

緑化率の数値に環境負荷低減率の数値を加えたも
の。 

緑化率等＝緑化率＋環境負荷低減率 

豊田市緑化推進条
例第５条第１項 

６ 

建
けん

ぺい率
りつ

の

最高
さいこう

限度
げ ん ど

 

各用途地域に定められた指定建ぺい率の他、角地
や防火地域における耐火建築物など建築基準法によ
る緩和を受けた場合は、緩和後の建ぺい率を最高限
度とする。 

建築基準法第５３
条第１項 

７ 

樹木
じゅもく

 

地上部の一部が木質化している植物。樹冠の頂端
（一部の突出した枝は含まない）から根鉢の上端ま
での垂直高を樹木の高さとし、その高さによって以
下の4種類の名称に分類。 
・高 木：樹木の高さが4.0m以上の樹木 
・中高木：樹木の高さが2.5m以上4.0m未満の樹木 
・中 木：樹木の高さが1.0m以上2.5m未満の樹木 
・低 木：樹木の高さが1.0m未満の樹木及びタケ類 

豊田市緑化地域制
度実施要綱第２条
第２項（２）～（７） 

32 

樹
じゅ

冠
かん

の水平
すいへい

投影
とうえい

面積
めんせき

 

樹木の枝により形づくられる外郭線（一部の突出
した枝は含まない）に囲まれた部分を水平面に投影
した面積。 

豊田市緑化地域制
度実施要項第２条
第２項（８） 

32 

植 栽
しょくさい

基盤
き ば ん

 

樹木、芝、その他の地被植物が生育するための土
壌その他の資材で表面が被われている部分。 

豊田市緑化地域制
度実施要項第２条
第２項（１０） 

34 

地被
ち ひ

植 物
しょくぶつ

 

芝などの草本やササ類、シダ植物など、地面を低
く面的に覆う植物。 

豊田市緑化地域制
度実施要項第２条
第２項（９） 

36 

ポット苗
なえ

 

ポット内で栽培された苗芝をいう。 豊田市緑化地域制
度実施要項第２条
第２項（１６） 

36 
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ストロン苗
なえ

 

芝の茎をほぐした苗をいう。 豊田市緑化地域制
度実施要項第２条
第２項（１７） 

36 

パーゴラ 

住宅の軒先や庭に設ける、つる性の植物を絡ませ
る木材などで組んだ棚で、藤棚や緑廊等のこと。 

豊田市緑化地域制
度実施要項第２条
第２項（１８） 

37 

植 栽
しょくさい

等
とう

 

緑化面積として計上することができる緑化施設か
ら、土留、園路等及び緑化駐車場を除いたもの。 

豊田市緑化地域制
度実施要項第２条
第２項（１９） 

40 

壁面
へきめん

緑化
りょっか

 

緑化施設を建築物の外壁、建築物の外壁に準ずる
もの及び建築物に付帯する設備の壁面に整備するこ
と。 

豊田市緑化地域制
度実施要項第２条
第２項（１２） 

41 

建築物
けんちくぶつ

の

外壁
がいへき

 

建築物の屋内と屋外を区別する壁のうち、屋外に
面している壁の部分をいい、バルコニーやベランダ
の外壁面を含む。 

豊田市緑化地域制
度実施要項第２条
第２項（１３） 

41 

緑化
りょっか

駐 車 場
ちゅうしゃじょう

 

駐車場としての用途を兼ねる緑地をいう。 
豊田市緑化地域制
度実施要項第２条
第２項（１５） 

44 
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１ 緑化地域制度について 

1-1 豊田市における緑の現状 
緑が少ない都心中心部 

本市の都市計画区域内（約36,000ha）の森林面積は約15,000haで、区域の約4割

を占めます。 

また、都市計画区域内の森林を含めた緑地面積の合計は約24,000haを有し、緑地率

としては約６７％を示すことから、都市計画区域全体としては比較的良好な緑がある

状態といえます。 

一方、都心（緑化重点地区：約500ha）では、緑の量を示す緑被率が約3割確保され

ていますが、都市公園や矢作川等の特定の施設によるもので、都心一体に対する効果

的な緑化がなされているとはいえません。 

また、本市の顔となる都心中心部（約196ha）では、緑被率が約１４.２％と周辺地

域と比べて非常に少ない状況にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このままでは、農地の宅地化の進展により都心の 
緑は一層減少し、ヒートアイランド現象の進行、 
生物多様性の低下、自然とのふれあい喪失など、 
都市環境の悪化が懸念されます。 

暑くなる豊田市都心中心部 

豊田市都心中心部では高層建築物が増加したこ

となどよってヒートアイランド強度が増し、その周

辺部では宅地開発や工業用地造成等によってヒート

アイランド地域が拡大しています。  

面積 緑被率 

市街化区域全域（約5,158ha） 23.3％ 

緑化重点地区（約500ha） 30.5％ 

都心中心部（約196ha） 14.2％ 
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1-2 豊田市の緑の取組み 

豊田市では平成20年3月に「豊田市緑の基本計画」を策定し、行政による都市におけ

る緑地の保全と緑化の推進などの取り組みだけでなく、緑の施策の担い手として市民・

NPO・企業などと共働して行う緑のまちづくり活動を推進していきます。また、都心中

心部では都市化が進み、緑が少ないため、公共施設のみならず民有地でも積極的な緑化

が必要としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：豊田市緑の基本計画（平成20年3月）  
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1-3 緑化地域制度 

緑化地域制度とは 

緑が不足している市街地において、効果的に緑を創出するため一定規模以上の敷地

を有する建築物の新築や増築を行う場合に、敷地面積の一定割合以上の緑化を義務づ

ける制度です。 

緑化地域指定の目的 

緑化地域の指定により、居住する市民や来街者が「将来にわたり永続的に体感でき

る緑」を創出し、環境モデル都市にふさわしい、賑わいとうるおいが共存した緑あふ

れる都心の形成を目的としています。 

緑化地域の施行日：平成 24 年１０月１日 

指定する地域   ：都心中心部（約１９６ha） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

義務化する緑化率等 

 

 

 

      

●対象となる行為 

■建築物の新築又は増築をする場合 

（ただし、増築後の建築物の床面積の合計が、平成２４年１０月 

１日時点の床面積の合計の 1.2 倍を超えないものを除く。） 
※ 緑化地域制度施行日における床面積の合計が基準となります。 

●対象となる敷地面積 

 敷地面積 ５００m2 以上 

     （約１５０坪以上） 

 

 

８０％の地域 

６０％の地域 ２０％ 

１０％ 

１５％ ５％ 

  ５％ ５％ 

都市計画法 条 例 

〔注意事項〕 
角地緩和など建築基準法による建ぺい率の緩和を受けて
いる建築行為の際には、別途ご相談ください。 

＝ 

＝ 

＋ 

＋ 

緑化率等の最低限度 建ぺい率  内    訳 
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緑化率等とは？ 
｢緑化率等｣ ＝ ①緑化率 ＋ ②環境負荷低減率 

 

①緑化率 

都市緑地法施行規則第９条に基づき算出されます。 

緑化面積として認められる緑化施設としては、植栽、花壇、芝その他地被植物、屋上緑化、壁面緑

化等のほか既存の樹木等も含まれます。 

※ 緑化率は都市緑地法第 41 条により「建築基準関係規定」とみなされます 

②環境負荷低減率 

太陽光発電設備やその他市長が環境負荷の低減に資すると認めた施設・設備（環境負荷低減施設）

の合計を敷地面積で割った数値とします。 

豊田市緑化推進条例では、「環境負荷低減率」を最大で５％、緑化率等に含むことができます。 

 緑化率の算出方法                    環境負荷低減率の算出方法  

 

 

『緑化施設等』とは？ 『緑化施設等』＝ 緑化施設 ＋ 環境負荷低減施設 

    

緑化地域制度の申請の手続き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❶緑化地域の指定区域内外を都市計画課に確認 

❷建築確認申請の前に最低緑化率等（建ぺい率の緩和措置等を含む）を建築相談課に確認 

❸必要な緑化率等を満足する緑化計画を作成し、公園緑地課に「緑化率等適合証明申請書」を提出 

❹緑化工事の完了後に、｢緑化施設等工事完了届」を公園緑地課に提出 

❺完了検査合格後、緑化施設等の永続的な維持管理 

●申請の注意点 

「建築確認申請」の前に必要となる手続き  ❸「緑化率等適合証明申請書」の提出 ⇒ 審査 

「建築完了検査」の前に必要となる手続き  ❹「緑化施設等工事完了届」の提出 ⇒ 審査 

指定された緑化率等を確認！ 

×100％ ≦ 5％  
環境負荷低減施設 

敷地面積 
×100％ ≧ 緑化率の最低限度 

緑化面積 

敷地面積 
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緑化率等の最低限度 一覧表 

用 途 地 域 
（建ぺい率） 

防火地域内
の 

耐火建築物 

角地緩和 

建ぺい率
の 

最高限度 
（％） 

都市緑地法 
による 
緑化率の 
最低限度 

条例による 
緑化率・ 

環境負荷低減率 
の最低限度 

緑化率等 
合計 
（％） 

該当条文 
第 5 条 

第一種住居地域 
第二種住居地域 
準 住 居 地 域 
準 工 業 地 域 
（６０％） 

━ ━ 60 15 5 20 1 項 1 号 

○ 
※2 

━ 
70 

(+10） 
5 5 10 2 項 2 号 

━ 
○ 
※3 

70 
(+10） 

5 5 10 2 項 2 号 

○ 
※2 

○ 
※3 

80 
(+20） 

5 5 10 2 項 2 号 

商 業 地 域 
近隣商業地域 
（８０％） 

━ ━ 80 5 5 10 1 項 2 号 

○ 
※1 

━ 指定なし 適用なし 5 5 2 項 3 号 

━ 
○ 
※3 

90 
（+10） 

0 5 5 2 項 3 号 

○ 
※1 

○ 
※3 

指定なし 適用なし 5 5 2 項 3 号 

商

業

地

域 

（
８
０
％
） 

【地域地区】 
高度利用地区 
（５０％） 

━ ━ 50 15 5 20 2 項 1 号 

○ 
※2 

━ 
60 

(+10) 
15 5 20 2 項 1 号 

━ 
○ 
※3 

60 
(+10） 

15 5 20 2 項 1 号 

○ 
※2 

○ 
※3 

70 
(+20） 

5 5 10 2 項 2 号 

【地域地区】 
高度利用地区 
（７０％） 

━ ━ 70 5 5 10 2 項 2 号 

○ 
※2 

━ 
80 

(+10） 
5 5 10 2 項 2 号 

━ 
○ 
※3 

80 
(+10） 

5 5 10 2 項 2 号 

○ 
※2 

○ 
※3 

90 
(+20） 

0 5 5 2 項 3 号 

【地域地区】 
高度利用地区 
（８０％） 

━ ━ 80 5 5 10 2 項 2 号 

○ 
※1  

━ 指定なし 適用なし 5 5 2 項 3 号 

━ 
○ 
※3 

90 
(+10） 

0 5 5 2 項 3 号 

○ 
※1 

○ 
※3 

指定なし 適用なし 5 5 2 項 3 号 

 

【建築基準法による建ぺい率の緩和措置】 

※1 建築基準法第53条第5項1号：建ぺい率の限度が10分の8とされている地域内で、
かつ防火地域内にある耐火建築物は、適用されません。 

※2 建築基準法第53条第3項1号：建ぺい率の限度が10分の8とされている地域外で、
かつ防火地域内にある耐火建築物は、建ぺい率が10％緩和されます。 

※3 建築基準法第53条第3項2号：街区の角にある敷地又はこれに準ずる敷地で特定行
政庁が指定するものは、建ぺい率が10％緩和されます。 

【補足事項】 

１ 建築基準法第53条第3項1号※2かつ第2号※3に該当する場合は、用途地域の建ぺい率
に20％を加えた数値を建ぺい率の最高限度とします。 

2 緑化推進条例第6条の「市の施設」に該当する建築物は、上表の緑化率等の合計に一
律5％の緑化率を加えるものとします。  
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２ 申請手続き 

２-1 申請手続きの流れ 

豊田市緑化地域制度に関する申請を行う際は、以下のフロー図を参考にしてください。
 
市建築主事 
または 

民間指定 
確認機関 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
審 
 
査 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
検 
 
査 
 

 
申 請 者 

 
 

事 前 相 談 
○緑化地域制度の対象区域の確認は、都市計画課へ 
○緑化率等の最低限度の確認は、建築相談課へ 
○申請手続きに関する確認は、公園緑地課へ 

 
 
 

「緑化率等適合証明申請書」の提出と確認 
計画が緑化基準に適合しているか確認を行います。 
確認後、緑化率等適合証明通知書を交付します。 

緑化率等適合証明申請書（様式第 1号） 
[※緑化率等規制適用除外許可申請書(様式第4号)] 

 
緑化率等適合証明通知書（様式第 3号） 
[※緑化率等規制適用除外許可通知書(様式第5号)] 

 
 
 

建 築 確 認 
建築確認の際、確認申請書に緑化率等適合証明通知書 
（写）を添付してください。 

確 認 申 請 書 

 
確 認 済 証 

 
 
 

建 築 ・ 緑 化 施 設 工 事  
 
 

「完了届」の提出と完了確認：A 
完了届の受理後、緑化施設等の工事完了を現地確認し、
確認後「緑化率等適合確認通知書」を交付します。       

緑化施設等工事完了届（様式第10号） 
[※緑化施設工事完了延期認定申請書（省令：別記様式第二）] 

 
緑化施設等工事完了確認証明通知書（様式第11号） 

[※緑化施設工事完了延期認定通知書（様式第6号）] 
 
 
 

建築完了検査：B 
建築完了検査申請の際、緑化施設等工事完了確認証明通
知書（写）を添付してください。なお、建築完了検査に
おいても建築主事または民間指定確認機関にて、法に基
づく緑化施設の適合確認を行います。 

完了検査申請書 

 
検 査 済 証 

 
公園緑地課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
審 
 
査 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
審  
査  
・ 
完 
了 
検 
査 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
各種届出  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

提出 

○証明通知書の

交付には、申請
書受理後、通常
1 週間程度かか

ります。 

○証明通知書の
交付には、申請

書受理後、通常
1 週間から 10
日程度かかりま

す。（現地検査の
日程により変わ
ります。） 

工事完了延期認定が

提出された場合は、
手続きが建築完了検
査後に市の完了確認

を行います。（B→A） 
 
工事完了延期が認め

られた場合は、公園
緑地課が「緑化施設
工事完了延期認定通

知書」(様式第 6 号)
を交付するので、そ
の写しを完了検査申

請書に添付してくだ
さい。 
 

※印は、状況に応じ
て必要となる手続き 

提出 

交付 

 提 出 

 

交付 

 提 出 

 

交 付 

 

※
「
工
事
中
止
届
」（
様
式
第
９
号
） 

※
「
申
請
書
等
記
載
事
項
変
更
届
」（
様
式
第
８
号
） 

※
「
申
請
取
下
届
」（
様
式
第
７
号
） 

交 付 
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２-２ 緑化率等の判定フロー図 
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２-３ 申請に必要となる書類（規則第4条、同第5条、同第6条、同第10条） 

 緑

化

率

等

適

合

証

明

申

請

 

緑
化
率
等
の
規
制
の
適
用
除
外
許
可 

緑
化
施
設
の
工
事
完
了
延
期
の
認
定 

申
請
の
取
り
下
げ 

申
請
書
等
記
載
事
項
の
変
更 

工
事
の
中
止

 
緑
化
施
設
等
の
工
事
の
完
了

 

必

要

と

な

る

書

類

 

緑化率等適合証明申請書（様式第 1 号） [2 部] ○       

緑化施設等概要書（様式第 2 号） [2 部] ○      ○ 

緑化率等規制適用除外許可申請書（様式第 4 号） [2 部]  ○      

緑化施設工事完了延期認定申請書（省令:別記様式第二） [３部]※１   〇     

申請取下届（様式第 7 号） [2 部]    〇    

申請書等記載事項変更届（様式第８号） [2 部]     ○   

工事中止届（様式第 9 号） [2 部]      ○  

緑化施設等工事完了届（様式第 10 号） [３部]※１       ○ 

添

付

が

必

要

な

図

書 

①付近見取図 ○ ○ ○     

②配置図 ○ ○ ○  △  ○ 

③求積図及び求積表（完了届は、実測による求積図及び求積表） ○ ○   △  ○ 

④写真及び撮影位置図   ○    ○ 

⑤断面図（屋上緑化、壁面緑化といった緑化補助資材を使用した
緑化施設等を整備する場合） 

○ ○   △  ○ 

⑥立面図（壁面緑化といった緑化補助資材を使用した緑化施設等
を整備する場合） 

○ ○   △  ○ 

⑦個別詳細図（緑化資材を使用して緑化施設等を整備する場合） ○ ○   △  ○ 

⑧緑化施設等チェックシート       〇 

⑨工場立地法第６条第１項に規定する届出書の受理通知書（写）
又は期間短縮承認書（写）※３ 

 ○      

 豊田市緑化地域制度に関する持ち回り確認票     [１部] ○       

交

付

書

類 

緑化率等適合証明通知書（様式第３号） □       

緑化率等規制適用除外許可通知書（様式第５号）  □      

緑化施設工事完了延期認定通知書（様式第６号）   □     

緑化施設等工事完了確認証明通知書（様式第 11 号）       □ 

     ○：必要な書類  △：変更内容によって必要となる書類 □：交付される書類 
※１ [各３部]とあるのは、公園緑地課申請用２部、建築完了検査申請添付用１部となります。 
※２ 添付が必要な図書の部数は、必要となる書類の部数と同数です。 
※３ 工場立地法第６条第１項に該当することを適用除外の理由とする場合に添付してください。 
※４ 各種様式については、豊田市緑化地域制度（豊田市ホームページ ⇒ 組織から探す ⇒ 都市整

備部 公園緑地課）をご参照ください。  

申請時に必要となる書類及び添付図書  

[必要部数] 

手続きの種類   
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２-４ 申請書類の留意点 

（１）緑化施設の変更及び緑化施設完成時の留意事項 

ア 大きな内容変更の場合 

緑化施設工事の完了前に、大きな内容変更（屋上緑化や壁面緑化等、新たに緑化

資材を使用する場合や当初の緑化計画が大きく変わった場合）が生じた場合は、「申

請書等記載事項変更届（様式第 8 号）」が必要となります。 

なお、添付図書は、変更箇所を朱書するなど、変更内容が明確に分かるように作

成してください。 

イ 軽微な変更の場合 

軽微な変更（緑化施設の軽易な配置変更、樹種変更、緑化率等の最低限度以上を

満足する緑化面積の増減等）の場合は、「緑化施設等工事完了届（様式第 10 号）」

の提出とともに軽微な変更（朱書き）の内容を示した竣工図（配置図、求積図、面

積計算書）を提出してください。 

（２）写真管理 

   ア 敷地全体の緑化施設の施工状況を緑化施設ごとに撮影し、写真に番号を付し、

撮影位置図は、配置図等を用いて撮影した位置に写真番号と撮影方向を記入して

ください。 

   イ 面積の算出根拠となる完了時の樹高、樹冠、樹木の本数、植栽基盤の面積等が、

原則として写真で確認できるよう樹木にテープやスタッフを当てるなど工夫して

撮影してください。ただし、数量が多くすべての緑化施設等を撮影することが困

難な場合は、最低でも樹木、芝、その他地被植物においては、同一樹種かつ同一

高さ区分で１枚上、その他については数か所に１か所の撮影頻度で撮影してくだ

さい。工事ごとで状況が異なりますので、撮影頻度については、公園緑地課にご

相談ください。 

   ウ 芝生・地被植物等の植栽基盤、壁面緑化は、緑化した面積が確認できるように

写真管理を行って下さい。特にストロン苗を使用する場合は、完了確認時の密度

確認が困難となるため、必ず施工中に密度管理を行った写真や出来形調書等を作

成し、完了時に提出してください。 

   エ 種子吹付や播種を行う場合は、種子量が確認できる写真管理や施工状況が分か

る写真を撮影してください。 

オ 駐車場緑化は、緑化保護資材の設置状況が分かる写真を撮影してください。 

カ 完了検査時に現地で確認が難しい屋上緑化、壁面緑化、太陽光パネル等は、写真

で寸法等が確認できるようテープ等を当てて撮影してください。 

   キ 花壇等で植え付け適期でない等の理由から完了時に花苗や野菜苗を植栽できな

い場合は、草花や野菜が生育するための土壌であることが分かるように客土補充

等の状況や土壌厚さを撮影してください。  
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（３）緑化施設等の完了に伴う事前確認について（お願い） 

ア 緑化施設等の工事完了後、「緑化施設等工事完了届（様式第 10 号）」を提出す

る際の添付図書として、「緑化施設等チェックシート」（18 ページ参照）の提出が

必要となります。 

イ 緑化施設等チェックシートは、緑化施設が適合であるかを申請者の方が事前に確

認するものですが、公園緑地課が行う現地の完了確認と概ね同じ項目で構成されて

いることから、市と申請者が完了確認の内容において、双方の共通認識を図り、完

了時の円滑な事務を行うことを目的としています。なお、チェックシートの確認内

容で不明な点や質問等がありましたら、公園緑地課までお問合せください。 

 （４）申請書等に記載する数値（実施要綱第 16 条） 

事 項 単 位 記 載 桁 数  端数処理 

緑化率の最低限度 ％ 小数点以下第 1 位まで 切り上げ 

環境負荷低減率の最低限度 ％ 小数点以下第 1 位まで 切り上げ 

緑化施設の面積 ｍ２ 小数点以下第１位まで 切り捨て 

緑化率 ％ 小数点以下第１位まで 切り捨て 

環境負荷低減施設の面積 ｍ２ 小数点以下第１位まで 切り捨て 

環境負荷低減率 ％ 小数点以下第１位まで 切り捨て 

敷地面積 ｍ２ 小数点以下第２位まで 切り捨て 

増築割合 ％ 小数点以下第１位まで 切り捨て 

園路、土留等の面積の割合 ％ 小数点以下第１位まで 切り捨て 

    ※ ただし、緑化率等が異なる区域に敷地がまたがる場合の緑化率等の最低限度の数値は、小数

点以下第２位を切り捨てるものとします。 

 

２-５ 緑化施設等の完了確認の立会いについて 

ア 市公園緑地課が実施する緑化施設等の完了確認の際に、建築物もしくはその敷地又

はそれらの工事現場に立ち入り、緑化施設等、帳簿書類その他の物件を検査します。 

イ 現地での完了確認の際に、公園緑地課が必要に応じて緑化施設等に関するヒアリン

グを実施しますので、申請者・施工業者など緑化施設の設置及びその後の維持管理に

ついて、回答できる方の立会い（同席）をお願いします。 

なお、現地での完了確認を実施する日程については、公園緑地課より申請者に対し、

事前連絡により決定します。 

ウ 立ち入り検査をする職員は、その身分を示す「身分証明書（様式第 12 号）」を携帯 

します。  
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２-６ 申請時に必要となる添付図書 

①付近見取図 

付近見取図として、工事場所、方位、道路、用途地域及び目標となる地物を示した

図面が必要です。 

豊田市のホームページでは、｢とよたiマップ地図情報サービス｣の｢都市計画マッ

プ｣にて用途地域図等の情報を提供していますので、ご利用ください。 

※ 防火地域内の耐火建築物で建ぺい率の緩和を受ける場合は、防火地域であるこ

とを明示してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②配置図 

配置図として、縮尺、方位、敷地の境界線、敷地内における建築物の位置並びに緑

化施設及び環境負荷低減施設の配置、種別及び面積を明示した図面が必要となります。 

   

 

工事場所 
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③求積図及び求積表 

緑化施設等概要書の緑化施設等面積が確認できるよう、計算式を含めて記入してく

ださい。計算方法に指定はありませんが、できれば面積のチェックがしやすい縦横、

三斜、ヘロンでお願いします。CAD計測の場合は、CAD計測により算出した旨を明

記してください。 

当初の緑化率等適合証明申請書の記載事項において、軽微な変更があった場合は、

変更箇所の緑化施設を朱書きし、工事完了時に提出して下さい。 

求積図 

  

 

※１ 緑化面積が正しく計算されているかの確認及び完了時に現地が図面どおり

施工されているかの確認のため、算出根拠となる植栽基盤の寸法、樹高等を記

入してください。CAD計測の場合も植栽基盤の寸法を記入してください。 

※２ 緑化面積は、水平投影面積となりますので、緑化面積の算出根拠となる植栽

基盤の寸法等は、水平距離を記入してください。 

※３ S1①及びS1②の方法を選択した場合、樹冠の重複及び敷地外に出る部分の有

無が確認できるよう樹冠を記入してください。 

※４ 芝、その他地被植物は、植栽密度を記入してください。 

※５ 配置図と求積図は、分かりにくくならなければ１枚にまとめて作成しても構

いません。  
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求積表 

必要緑化面積 500.00m2×20%  100.0m2 
緑化面積合計 ①～③   114.0m2 

①生垣 
中木40本 
（樹高1m、半径0.5m） 

植栽基盤の水平投影面積（S1③） 
Sa＝2m×25m＝50.00m2 
Sb＝4ｍ２×40本＝160.00m2  

Sa＜Sbより 50.0０m2 

小数点第2位を切り捨てて緑化施設等概要書に記入 

50.0m2 

②芝 芝部分S2＝7m×8m=56.00m2 

小数点第2位を切り捨てて緑化施設等概要書に記入 
56.0m2 

③樹木（中高木） 
中高木1本 
（樹高3m、半径1.2m） 

みなし樹冠面積（S1②） 
S1②＝8m2×1本=8.00m2 

小数点第2位を切り捨てて緑化施設等概要書に記入 
 8.0m2 

※１ 緑化面積は、水平投影面積であるため、水平距離で計算してください。 

※２ S１①及びS1②の方法を選択した場合、樹冠が重なる部分の重複計上及び敷地 

外に出る部分の計上はできません。 

 ※３ S1③の方法を選択した場合、植栽基盤の中に構造物があるときは、原則とし 

てその面積を控除しなければなりません。また、同じ植栽基盤の中にある樹木は、 

すべてS1③で計算する必要があります。 

 

④写真及び撮影位置図 

敷地全体の緑化施設の配置がわかるように写真を撮影し、撮影位置及び撮影方向が

明記された図面を添付してください。（2-4 申請書類の留意点 （２）写真管理（11

ページ）をご参照ください。）  
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⑤断面図 

屋上緑化、壁面緑化といった緑化補助資材を使用した緑化施設等を整備する場合、

縮尺と整備する緑化施設等の位置がわかる図面が必要になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥立面図 

壁面緑化といった緑化補助資材を使用した緑化施設等を整備する場合、縮尺と整備

する緑化施設等の位置が分かる図面が必要になります。 

        

  

 

断面図 

立面図 
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⑦個別詳細図 

緑化資材を使用して緑化施設等を整備する場合は、緑化補助資材の仕様が明記され

た図面が必要となります。 
 壁面緑化の場合の例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 緑化駐車場の場合の例  

    個別詳細図の他に、使用する緑化保護資材の緑化率が明記されたカタログのコピ

ー等を添付してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

  

個別詳細図 

緑化駐車場図 

S＝1/○○ 
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⑧緑化施設等チェックシート 

緑化施設等の工事完了後、下記チェックシートの内容に基づき、設置した緑化施設

等が実施要綱の基準に適合しているか事前確認し、「緑化施設等工事完了届（様式第

10 号）」とともに提出してください。 

     

     記入例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

確認をした人 

緑化施設等の確認をした日 

・該当する項目にレ印をつける 

・必要事項を記入する 

該当する項目にレ印をつける 
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該当する項目にレ印をつける 

※2 にレ印をした（現地で確認ができなかった）場合に確認した方法を記入 
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2-7 緑化地域制度の適用除外となる物件の場合 

（都市緑地法第35条第3項、条例第5条第4項、実施要綱第12条第2項） 

 （１）適用除外となる物件（工場立地法の対象となる物件を除く） 

    次のアからウに該当する建築物で緑化率等の最低限度を満たせない場合は、「緑化

率等規制適用除外許可申請書（様式第４号）」を提出してください。市長がやむを得

ないと認めたものに限り、一定の条件を付して許可をします。 

なお、適用除外については、事例ごとに許可条件を判断しますので、必ず事前に公

園緑地課にご相談ください。 

   ア 道路事業により整備される建築物又は道路内に占用される建築物、都市公園法

に規定する公園施設及び占用の許可を受けた建築物 

   イ 下表に掲げる建築物 

     敷地全体から除外物件の水平投影面積を控除した残りの敷地面積に対して、緑

化率等の最低限度を満たさなければなりません。 

建築用途  除外物件（法令で離隔エリアが含まれているものはその面積を含む） 

学 校 等 
グラウンド、砂場 

屋外プール 

工 場 等 

軌道敷 

煙突、パイプライン、廃棄物処理施設、クレーン、変電施設などの固定施設 

高圧ガス保安法に規定する高圧ガス製造所など 

ガス事業法に規定するガス工作物など 

消防法や液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律施行規則に規

定する危険物貯蔵所など 

交通関連施設 

鉄道事業法に規定する軌道など 

軌道法に規定する軌道など 

道路法に規定する一般交通の用に供する道や道路付属物など 

  ウ 敷地の全部又は一部が地山状態の高低差5ｍ以上かつ勾配30°以上で工事により

手を加えない崖地である建築物 

    敷地全体から除外する崖地の水平投影面積を控除した残りの敷地面積に対して、

規定の緑化率等の最低限度を満たさなければなりません。 

    ただし、崖地について工事により地形を変えたり擁壁を設置したりする場合や崖

地にある既設の緑化施設等の面積を計上する場合は、適用除外とすることはできま

せん。 

   ※ 緑化率等規制適用除外許可通知書の許可条件が「なし」の場合は、建築確認申請

後の手続きは不要となり、「緑化施設等工事完了届（様式第10号）」は省略する

ことができます。その場合は、建築確認申請書に「緑化率等規制適用除外許可通

知書（様式第5号）（写）」を添付してください。 

 （２）工場立地法の対象となる物件 

    工場立地法第６条第１項に該当する物件は、届出書を提出し、受理通知書又は期

間短縮承認書の交付を受けて、緑化率等規制適用除外許可申請書に受理通知書（写）

又は期間短縮承認書（写）を添付してください。  
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2-8 建築物の敷地が緑化率等の最低限度が異なる区域にまたがっている場合 

  （都市緑地法第35条第7項、実施要綱第16条第2項） 

  緑化率等の最低限度は、各区域の緑化率等の最低限度にその部分の面積の敷地面積に

対する割合を乗じて得たものの合計とします。 

 

  ＜計算例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

   〔緑化率の最低限度〕   5％×250m2／600㎡＋15％×350m2／600m2＝10.8％※ 

   〔緑化率等の最低限度〕 10％×250m2／600㎡＋20％×350m2／600m2＝15.8％※ 

   ※小数点以下２桁目を切り捨て 

 

2-9 市の施設の場合（条例第6条） 

  緑化率等適合証明申請書、緑化率等規制適用除外許可申請書の申請者が、市長、教育

長、事業管理者又は消防長である建築物の場合の緑化率の最低限度は、「1-3 緑化地域

制度 緑化率等の最低限度  一覧表（7ページをご参照ください。）」に示す数値に５％を

加えた数値となります。 

 

2-10 緑化地域制度の適用を受けない建築物（都市緑地法第42条、条例第15条） 

  以下に掲げる建築物は、緑化地域制度の適用を受けません。 

  （１）建築基準法第3条第1項各号に掲げる建築物 

・重要文化財に指定された建築物 

・重要美術品等として認定された建築物等 

  （２）建築基準法第85条第1項又は第2項に規定する応急仮設建築物であって、その建

築物の工事を完了した後、3か月以内であるもの又は同条第3項の許可を受けた

もの 

     ・国、地方公共団体又は日本赤十字社が災害救助のために建築するもの 

     ・被災者が自ら使用するために建築するもので延べ面積が三十平方メートル以

内のもの 

     ・災害があった場合において建築する公益上必要な用途に供する応急仮設建築

物等 

  （３）建築基準法第85条第2項に規定する工事を施工するために現場に設ける事務所、

下小屋、材料置場そのたこれらに類する仮設建築物 

     ・災害があった場合において工事を施工するために現場に設ける事務所、材料

置場等 

  （４）建築基準法第85条第5項の許可を受けた建築物 

     ・許可を受けた仮設興行場、博覧会建築物、仮設店舗その他これらに類する仮

設建築物  

緑化率の最低限度 5％ 

環境負荷低減率の最低限度 5％ 

 

 

250m2 

の区域 
緑化率の最低限度 15％ 

境負荷低減率の最低限度 5％ 

 

 

350m2 

の区域 

建築物の敷地 600m2 
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様式第１号（第４条関係）  

 

緑化率等適合証明申請書  

 

令和 ○○ 年 ○○ 月 ○○ 日  

 

  豊田市長  様  

 

申請者   住所  豊田市○○町○○丁目○○番地  

氏名  ○  ○  ○  ○      ㊞   

（法人の場合は、所在地、名称及び代表者氏名）  

電話番号 ○○○○‐○○‐○○○○  

 

  都市緑地法施行規則第２５条   

の規定による    豊田市緑化推進条例第５条第５項  

  豊田市緑化推進条例第６条第３項において準用する同条例第５  

 条第５項証明を受けたいので、次のとおり申請します。   

建 築 物 の 名 称  ○○○○マンション  

地 名 地 番  豊田市○○町○○丁目○○番  

建 築 物 の 用 途  共同住宅  

用 途 地 域  商業地域  

敷 地 面 積  550.60 ㎡  

建 ぺ い 率 の 緩 和  □防火地域内の耐火建築物   □市が指定する角地等  

都市緑地法の規定によ

る緑化率の最低限度  
5.0 ％  

豊田市緑化推進条例の規定

による緑化率等の最低限度  
10.0 ％  

工事種別・増築割合 

 □新築  

 □増築（都市計画決定告示の床面積の合計に対する増

築後の床面積の合計の割合：130.0 ％）  

緑化施設等の面積  
緑  化  施  設  35.3 ㎡  緑  化  率  6.4 ％  

環境負荷低減施設  25.0 ㎡  環境負荷低減率  4.5 ％  

工事着手予定年月日 令和 ○○ 年 ○○ 月 ○○ 日  

工事完了予定年月日  令和 ○○ 年 ○○ 月 ○○ 日  

担 当 者 

（ 設 計 管 理 者 ）  

住所     豊田市○○町○○丁目○○番地  

氏名     ○○設計事務所  ○○○○  

電話番号   ○○○○‐○○‐○○○○  

注意  該当する□の中にレ印をつけてください。  

レ  

小数点以下２桁目切り捨て  

緑化率の最低限度＋環境負荷低減率  

(5％ )を記入  

小数点以下２桁目切り上げ  

レ  

該当する項目にレ印をつける  

該当する条項を囲む  

建築確認申請と同じ申請者を記入  

法人の場合は、法人名、代表者名を記入  

2-11 各種申請書類の記入例  

増築後の床面積の合計／緑化地域制度施行日の床面積の合計×100 

小数点以下２桁目切り捨て  

建築確認申請と同じ内容を記入  

小数点以下３桁目切り捨て  

小数点以下２桁目切り上げ  
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様式第２号（第４条、第５条、第１０条関係）  

（表）  

緑化施設等概要書  

   

 １  種別    □適合    □適用除外    □完了延期    □完了  

 

 ２  緑化施設等の面積  

（都市緑地法施行規則第９条関連）  

面積の算出項目  面積（㎡）  

地
上
緑
化 

樹木の面積  

①樹冠の水平投影面積   

②みなし樹冠の水平投影面積  16.8 

③一定の条件に該当する植栽

基盤の水平投影面積  
 

④芝その他の地被植物の水平投影面積       5.0 

⑤花壇その他これらに類するものの水平投影面積       3.0 

⑥水流、池その他これらに類するものの水平投影面積   

⑦園路、土留その他の施設の水平投影面積  (Ａ)   3.5 

⑧地上における緑化施設の面積（①～⑦の計）      28.3 

屋
上
緑
化 

⑨屋上における①～⑥の面積の計   

⑩屋上における⑦の面積  (Ｂ) 

⑪屋上における緑化施設の面積（⑨＋⑩）   

⑫壁面における緑化施設の面積  7.0 

緑化施設の面積（⑧＋⑪＋⑫）  (Ｃ)  35.3 

  

（豊田市緑化推進規則第１３条関連）  ※該当する場合のみ記入してください。  

面積の算出項目  面積（㎡）  

環
境
負
荷
低
減
施
設 

⑬太陽光発電設備の面積（太陽電池パネルの設置面

積）  
    25.0 

⑭その他市長が認めた施設の面積   

環境負荷低減施設の面積（⑬＋⑭）  (Ｄ)  25.0 

レ  

該当する項目にレ印をつける  

小数点以下２桁目切り捨て  
土留、園路等の面積は、緑化施設の面積の  

1/4 を超えて計上することはできません。  
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（裏）  

 ３  緑化施設の面積に占める園路、土留等の面積の割合  

  

園路、土留等の面積〔（Ａ）＋（Ｂ）〕 3.5 ㎡  

×１００＝  9.9 ％

緑化施設の面積（Ｃ）        35.3 ㎡  

  

  

 ４  緑化率  

 

 緑化施設の面積（Ｃ）        35.3 ㎡  

×１００＝  6.4 ％

 敷地面積              550.60 ㎡  

 

  

５  環境負荷低減率   ※該当する場合のみ記入してください。  

 

 環境負荷低減施設の面積（Ｄ）    25.0 ㎡  

×１００＝  4.5 ％

敷地面積             550.60 ㎡  

    

 

  注意  該当する□の中にレ印をつけてください。   

小数点以下２桁目切り捨て  

小数点以下２桁目切り捨て  
建築確認申請と同じ面積を記入  

小数点以下 3 桁目切り捨て  
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様式第４号（第５条関係）  

 

緑化率等規制適用除外許可申請書  

令和 ○○ 年 ○○ 月 ○○ 日  

豊田市長 様  

申請者   住所  豊田市○○町○○丁目○○番地  

氏名  ○  ○  ○  ○      ㊞   

（法人の場合は、所在地、名称及び代表者氏名）  

電話番号 ○○○○‐○○‐○○○○  

都市緑地法第３５条第３項第３号  
の規定による適用除外の許可を受け  

豊田市緑化推進条例第５条第４項第３号  

たいので、次のとおり申請します。   

建 築 物 の 名 称  ○○○○マンション  

地 名 地 番  豊田市○○町○○丁目○○番  

建 築 物 の 用 途  共同住宅  

用 途 地 域  近隣商業地域  

① 敷 地 面 積        550.60 ㎡  

建 ぺ い 率 の 緩 和  □防火地域内の耐火建築物   □市が指定する角地等  

都市緑地法の規定によ

る緑化率の最低限度  
5.0 ％  

豊田市緑化推進条例の規定

による緑化率等の最低限度  
10.0 ％  

工事種別・増築割合 

 □新築  

 □増築（都市計画決定告示日の床面積の合計に対する  

増築後の床面積の合計の割合：130.0 ％）  

緑化施設等の面積  
② 緑 化 施 設  35.3 ㎡  緑 化 率 6.4 ％  

環境負荷低減施設 29.3 ㎡  環境負荷低減率  5.3 ％  

③用途により緑化が

困難な敷地の面積  
0.00 ㎡  ④がけ地等の面積  50.60㎡  

⑤ 緑 化 が 可 能 な 敷

地の面積  

（①－（③＋④））  

500.00 ㎡  
緑化が可能な敷地における  

緑化率（②／⑤×１００）  
7.0 ％  

工事着手予定年月日  令和 ○○ 年 ○○ 月 ○○ 日  

工事完了予定年月日  令和 ○○ 年 ○○ 月 ○○ 日  

申 請 理 由  敷地の一部ががけ地となっており、緑化することが困難なため  

担 当 者 

（ 設 計 管 理 者 ）  

住所    豊田市○○町○○丁目○○番地  

氏名    ○○設計事務所  ○○○○  

電話番号  ○○○○‐○○‐○○○○  

注意  該当する□の中にレ印をつけてください。  

レ  

該当する号数を記入  

小数点以下２桁目切り捨て  小数点以下２桁目切り上げ  

緑化率の最低限度＋環境負荷低減率  

(5％ )を記入  

小数点以下２桁目切り上げ  

該当する項目にレ印をつける  

レ  

都市緑地法第 35 条第 3 項第 3 号に規定する崖地等の  

面積を記入（小数点以下３桁目切り捨て）  

【実施要綱第 12 条第 2 項第 3 号】  

都市緑地法第 35 条第 3 項第 1 号、2 号及び  

同条 4 項に規定する除外物件の面積を記入  

小数点以下３桁目切り捨て  

【実施要綱第 12 条第２項第 1 号、2 号及び  

同条第 3 項第２号、3 号】  

建築確認申請と同じ内容を記入  

小数点以下３桁目切り捨て  

建築確認申請と同じ申請者  

法人の場合は、法人名、代表者名を記入  

増築後の床面積の合計／緑化地域制度施行日の  

床面積の合計×100 

小数点以下２桁目切り捨て  
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様式第７号（第７条関係）  

 

申請取下届  

 

令和 ○○ 年 ○○ 月 ○○ 日  

豊田市長  様  

届出者   住所  豊田市○○町○○丁目○○番地  

氏名  ○  ○  ○  ○      ㊞   

（法人の場合は、所在地、名称及び代表者氏名）  

電話番号 ○○○○‐○○‐○○○○  

 

 

  申請を取り下げるので、豊田市緑化推進規則第７条の規定により、次のとお

り届け出ます。  

申 請 書 の 名 称  

 □緑化率等適合証明申請書  

□緑化率等規制適用除外許可申請書  

□緑化施設工事完了延期認定申請書  

申 請 年 月 日 令和 ○○ 年 ○○ 月 ○○ 日  

建 築 物 の 名 称  ○○○○マンション  

地 名 地 番  豊田市○○町○○丁目○○番  

取 下 げ の 理 由  資金繰りの悪化により、建築計画が白紙となったため  

担 当 者 

（ 設 計 管 理 者 ）  

住所    豊田市○○町○○丁目○○番地  

氏名    ○○設計事務所  ○○○○  

電話番号  ○○○○‐○○‐○○○○  

注意  該当する□の中にレ印をつけてください。  

 

 

 

 

 

 

  

レ  

該当する項目にレ印をつける  

緑化率等 適合証 明申請 書、緑化 率等規 制適用 除外許可 申請書 、緑化 施設

工事完了 延期認 定申請 書を提出 した後 、緑化 率等適合 証明通 知書、 緑化

率等規制 適用除 外許可 通知書、 緑化施 設工事 完了延期 認定通 知書が 交付

されるまでの間に申請の理由がなくなった場合に提出します。  

取り下げる提出済みの申請書の記載内容を記入  
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様式第８号（第８条関係）  

 

申請書等記載事項変更届  

 

令和 ○○ 年 ○○ 月 ○○ 日  

豊田市長  様  

届出者   住所  豊田市○○町○丁目○○番地  

氏名  ○  ○  ○  ○      ㊞   

（法人の場合は、所在地、名称及び代表者氏名）  

電話番号 ○○○○‐○○‐○○○○  

 

  申請書等に記載した項目を変更するので、豊田市緑化推進規則第８条第１項

の規定により、次のとおり届け出ます。  

通知書交付年月日

及び番号  
令和○○年○○月○○日  R○○緑化  第○○号  

建 築 物 の 名 称  ○○○○マンション  

地 名 地 番  豊田市○○町○○丁目○○番  

敷 地 面 積                550.60 ㎡  

変 更 事 項  

変更前  
敷地面積550.60㎡、地上緑化28.3㎡、  

壁面緑化7.0㎡環境負荷低減施設29.3㎡  

変更後  
敷地面積555.60㎡、地上緑化25.3㎡、  

壁面緑化12.0㎡、環境負荷低減施設30.3㎡  

緑 化 施 設 の 面 積  変更前  35.3 ㎡  変更後  37.3 ㎡  

緑 化 率 変更前  6.4 ％  変更後  6.7 ％  

環境負荷低減施設

の面積  
変更前  29.3 ㎡  変更後  30.3 ㎡  

環 境 負 荷 低 減 率  変更前  5.3 ％  変更後  5.5 ％  

工事完了予定年月日 変更前  年   月  日  変更後    年  月  日  

変 更 理 由  

・確定測量により敷地面積が変更となったため  

・地上部の緑化が一部困難となり、代わりに壁面緑化

を施工することとなったため  

担 当 者  

（ 設 計 管 理 者 ）  

住所    豊田市○○町○○丁目○○番地  

氏名    ○○設計事務所  ○○○○  

電話番号  ○○○○‐○○‐○○○○  

変更する内容を記入  

※確認申請の内容と整合がとれていること  

・敷地面積は、小数点以下３桁目切り捨て  

・緑化施設・環境負荷低減施設の面積及び  

緑化率・環境負荷低減率は、少数点以下  

２桁目切り捨て  

取り下げる提出済みの申請書の記載内容を記入  

交付された緑化率等適合証明書の日付・番号を記入  
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様式第９号（第９条関係）  

 

工事中止届  

 

令和 ○○ 年 ○○ 月 ○○ 日  

豊田市長  様  

届出者   住所  豊田市○○町○○丁目○○番地  

氏名  ○  ○  ○  ○      ㊞   

（法人の場合は、所在地、名称及び代表者氏名）  

電話番号 ○○○○‐○○‐○○○○  

 

 

  工事を中止したので、豊田市緑化推進規則第９条の規定により、次のとおり

届け出ます。  

通 知 書 交 付 年 月 日

及び番号     
令和○○年○○月○○日  Ｈ○○緑化  第○○号  

建 築 物 の 名 称  ○○○○マンション  

地 名 地 番  豊田市○○町○○丁目○○番  

中 止 の 理 由 資金繰りの悪化により、建築計画が白紙となったため  

担 当 者 

（ 設 計 管 理 者 ）  

住所    豊田市○○町○○丁目○○番地  

氏名    ○○設計事務所  ○○○○  

電話番号  ○○○○‐○○‐○○○○  

 

  

緑化率等適合証明通知書、緑化率等規制適用除外許可通知書が交付された後

に工事を中止する場合に提出します  

中止する提出済みの申請書の記載内容を記入  交付された緑化率等適合証明書の日付・番号を記入  
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様式第１０号（第１０条関係）  

 

緑化施設等工事完了届  

 

令和 ○○ 年 ○○ 月 ○○ 日  

豊田市長  様  

届出者   住所  豊田市○○町○○丁目○○番地  

氏名  ○  ○  ○  ○      ㊞   

（法人の場合は、所在地、名称及び代表者氏名）  

電話番号 ○○○○‐○○‐○○○○  

 

 

  緑化施設及び環境負荷低減施設に係る工事を完了したので、豊田市緑化推進

条例第８条第１項の規定により、次のとおり届け出ます。  

通 知 書 交 付 年 月 日

及び番号  
令和○○年○○月○○日  Ｈ○○緑化  第○○号  

建 築 物 の 名 称  ○○○○マンション  

地 名 地 番  豊田市○○町○○丁目○○番  

敷 地 面 積                  555.60 ㎡  

建 ぺ い 率 の 緩 和  □防火地域内の耐火建築物  □市が指定する角地等  

都市緑地法の規定によ

る緑化率の最低限度  
5.0 ％  

豊 田 市 緑 化 推 進 条 例 の 規 定

による緑化率等の最低限度  
10.0 ％  

工事種別・増築割合  

 □新築  

 □増築（都市計画決定告示日の床面積の合計に対す

る増築後の床面積の合計の割合：130.0％） 

緑化施設等の面積  
緑  化  施  設  37.3 ㎡  緑化率  6.7 ％  

環境負荷低減施設  30.3 ㎡  環境負荷低減率  5.4 ％  

工 事 着 手 年 月 日  令和 ○○ 年 ○○ 月 ○○ 日  

工 事 完 了 年 月 日  令和 ○○ 年 ○○ 月 ○○ 日  

担 当 者 

（ 設 計 管 理 者 ）  

住所    豊田市○○町○○丁目○○番地  

氏名    ○○設計事務所  ○○○○  

電話番号  ○○○○‐○○‐○○○○  

注意  該当する□の中にレ印をつけてください。  

 

 

  

レ  

現地実測により算出した数値を記載  

小数点以下２桁目切り下げ  

実際の工事着手・完了年月日を記入  

提出済みの申請書の記載内容を記入  交付された緑化率等適合証明書の日付・番号を記入  

小数点以下２桁目切り捨て  
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別記様式第二（第十条関係）  

緑化施設工事完了延期認定申請書  

令和○○年○○月○○日  

豊田市長  殿  

申請者の住所又は主たる事務所の所在地  

豊田市○○町○丁目○○番地  

申請者の氏名又は名称  ○  ○  ○  ○   印  

 

都市緑地法４３条第１項の規定に基づき、建築基準法第６条第１項の規定によ

る工事の完了の日までに緑化施設に関する工事を完了することができないこと

について認定を申請します。この申請書及び添付書類に記載の事項は、事実に相

違ありません。  

注１  申請者が法人である場合には、代表者の指名を併せて記載すること。  

２  氏名の記載を自署で行う場合には、押印を省略することができる。  

１  緑化施設を整備する建築物の敷地の位置及び面積  

建築物の名称  ○○○○マンション  

地名地番  豊田市○○町○丁目○○番  

敷地面積  550.60㎡  

２  既存の緑化施設の位置、種別及び面積  

既存の緑化施設の位置  配置図のとおり  

種別  配置図のとおり  

面積  0.0㎡  

３  整備する緑化施設の概要、規模、配置、種別及び面積  

整備する緑化施設の概要及び規模  配置図のとおり  

配置  配置図のとおり  

種別  配置図のとおり  

面積  61.6㎡  

４  上記３のうち工事を完了することができない緑化施設の概要、規模、配置、 

種別、面積、当該工事を完了することが出来ない理由及び完了予定年月日  

工事を完了することができない緑化施設の概要及び規模  配置図のとおり  

配置  配置図のとおり  

種別  配置図のとおり  

面積  61.6㎡  

工事を完了することが出来ない理由  植栽時期が不適切なため  

完了予定年月日  令和○○年○○月○○日  

５  緑化施設の面積の敷地面積に対する割合  

上記２と３を合計した緑化施設の面積の敷地面積に対する割合  11.1％  

上記２と３を合計した緑化施設の面積から上記４の緑化施設の面積

を減じた緑化施設の面積の敷地面積に対する割合  
0.0% 

（注）面積については、都市緑地法施行規則第９条の規定に基づいて計算する  

こと。  

提 出 済 み の 申 請 書 の 記 載 内 容 を 記 入  

小 数 点 以 下 ２ 桁 目 切 り 捨 て  



 

 

31 

 

３ 緑化率等の算出方法 

  

 

 

 

（１）Ｓ1：樹木  

樹木は次に示す 3 通りの計算方法のうち、いずれかの方法によって計算します。 

計算方法によって算出される面積が異なりますので、最も有利な方法を選択するこ

とができます。 

敷地内の樹木の緑化面積は、S１①から S１③の計算方法を組み合わせて算出すること

ができます。ただし、S１②と S１③を組み合わせる場合は、S１②の計算方法で計上し、

残りの部分を S１③の計算方法で計上してください。S１③の計算方法においては、S１

②で使用した樹木は使用できません。 

 

 

S1①樹木ごとの樹冠の水平投影面積 

樹木ごとの樹冠の水平投影面積を合計します。現況の水平投影面積の 

み計上することができます。ただし、樹冠が重なる場合の重複計上、敷

地外に出る場合の計上はできません。 

また、樹冠を直行する 2 本の直径の平均を直径とした円とみなして算

出した面積を樹冠の水平投影面積とすることができます。 

 

S1①樹冠の水平投影面積の計算 

  

π≒3.14  

緑化面積 ＝ S1 ＋ S2 ＋  S3  ＋ S4 ＋  S5  ＋ S6 ＋ S7 
       （樹木）  （芝・地被）  （池・水流）（花壇等）（土留・園路等）（屋上） （壁面） 

L1 

L2 

S1① 
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S1②樹木の高さに応じて樹冠を円とみなした時の水平投影面積 

植栽時の樹木の高さに応じて、下表に示す半径の円形

の樹形を持つものとしてみなします。この「みなし樹冠」

を水平投影した面積の合計を樹木の緑化面積とします。 

「みなし樹冠」が建築物等に重なる部分、「みなし樹冠」

が重複する部分の重複計上及び敷地外に出る部分は緑化

面積として計上できません。 

ただし、樹木の高さが建築物よりも高い場合は、重な

る部分 

を緑化面積として計上することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜重複部等がある場合の計算式＞ 

      S１①又は S1②＝Ａ＋Ｂ－Ｃ―Ｄ 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｃ（ＡとＢの重複部） 

Ｄ（敷地外となる部分） 

Ａ Ｂ 

敷地境界 
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Ｓ1③植栽基盤の水平投影面積 

下記の計算式で算出したみなしの緑化面積が、植栽基盤（樹木が生育するための土

壌その他の資材で被われている部分）の水平投影面積以上であり、かつ樹木が偏るこ

となく適切な配置で植栽されている場合は、植栽基盤の水平投影面積を緑化面積とし

て計上することができます。 

また、みなしの緑化面積が、植栽基盤の水平投影面積より小さい場合は、みなしの

緑化面積を緑化面積として計上することができます。 

植栽基盤の中に芝その他の地被植物があるときは、芝その他の地被植物の緑化面積

を樹木による緑化面積とみなして計上することができます。（Ｓ1③で計上する植栽基盤

にある芝その他の地被植物の面積は、「緑化施設等概要書（様式第 2 号）」において「③

一定の条件に該当する植栽基盤の水平投影面積」で計上してください。） 

植栽基盤の面積は内々寸法とします。土留を緑化面積として計上する場合は、植栽

基盤の面積と分けて計算します。 

原則として、植栽基盤の中に構造物等（構造物の基礎、集水桝、マンホール等）が

ある場合は、その面積を控除しなければなりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ＜樹木以外に基準を満たす密度で植栽された芝や地被植物が植えられている場合＞ 

    

 

 

 

 

 

   ※ みなしの緑化面積が植栽基盤の面積より広い場合の植栽内訳は、高木から順に計上していき、

緑化面積を満たす最後の植栽区分で面積調整をして、緑化面積と同じにします。 

   ＜植栽基盤の区分について＞ 

    植栽基盤が縁石などにより明確に区分されている場合は、別々の植栽基盤として計算します。 

 

 

 

 

 

         １つの植栽基盤として計算      ２つの植栽基盤として別々に計算 

飛び石など 縁石など 
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   ＜Ｓ1③の計算例＞ 

   Sa：植栽基盤の面積（m2）  Sb：みなしの緑化面積（m2） 

【例１】①Sa＝50.0m2 高木(H=5m)2 本 低木(H=0.8m)1０本の場合 

Sa＝５０.0m2 ＞ Sb＝18ｍ２×2本＋1０本＝46.0m2 

よって 

緑化面積＝46.0m2 〔内訳〕高木 36.0m2 低木 10.0m2 合計 46.0m2 

【例２】Sa＝40.0m2 高木(H=5m)2本 低木(H=0.8m)1０本の場合 

Sa＝4０.0m2 ＜ Sb＝18ｍ２×2本＋1０本＝46.0m2 

よって 

緑化面積＝40.0m2 〔内訳〕高木 36.0m2 低木 4.0m2 合計 40.0m2 

【例３】Sa＝90.0m2 中高木(H=3m)3 本 中木(H=2m)7本 芝(全面張)30.0m2の場合 

Sa＝9０.0m2 ＞ Sb＝10ｍ２×3本＋4ｍ２×7本＋30.0ｍ２＝88.0m2 

よって 

緑化面積＝88.0ｍ２ 〔内訳〕中高木 30.0ｍ２ 中木 28.0㎡ 芝 30.0ｍ２ 

【例４】Sa＝55.0m2 中高木(H=3m)3 本 中木(H=2m)7本 芝(全面張)30.0m2の場合 

Sa＝55.0m2 ＜ Sb＝10ｍ２×3本＋4ｍ２×7本＋30.0ｍ２＝88.0m2 

よって 

緑化面積＝55.0m2 〔内訳〕中高木 30.0m2 中木 25.0m2 合計 55.0m2 

※ 植栽基盤の面積は内々寸法とします。土留を緑化面積として計上する場合は、 

植栽基盤の面積と分けて計算します。 
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（２）S2：芝、その他の地被植物 

芝、その他の地被植物で表面が被われている部分の水投影面積を緑化面積とするこ

とができます。 

ただし、下記のいずれの場合も植物の成長時を計画・予定した面積ではなく、現況

の面積とし、植栽基盤の中に構造物等（構造物の基礎、集水桝、マンホール等）があ

る場合はその面積を控除しなければなりません。 

 

 

＜芝の場合＞ 

7 分張以上の張芝を行っていれば、張芝を行った植栽基盤全体の水平投影面積を緑

化面積として計上することができます。 

ただし、7 分張未満の場合は、目地部分を除いた実際の張芝の水平投影面積を緑化

面積とします。 

※１ 何分張の張芝か、植栽平面図等に記入して下さい。 

※２ ポット苗は原則 4 個/m2 以上の密度とし、ストロン苗は原則 150g/m2 以上

の密度とします。 

※３ ストロン苗を使用する場合は、完了時に密度確認が出来ないことが想定され

るため、必ず施工時の写真撮影を行い、密度管理の状況が確認できる資料の提

出が必要となります。 

＜地被植物の場合＞ 

原則 36 株/m2 以上の密度で植栽されていれば、基盤全体の水平投影面積を緑化面

積として計上できます。ただし、ヒペリカム類は 16 株/m2 以上、タマリュウ及びそ

れに類する地被植物に関しては、64 株/m2 以上となります。  
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＜緑化補助資材を使用した場合＞ 

緑化補助資材を使用する場合は、実際に植栽が被っている部分の水平投影面積を

S2 に基づく緑化面積として計上できます。 

＜駐車場緑化の場合＞ 

  タイヤに踏まれる部分を緑化する場合は、緑化保護資材を使用しなければなりま 

せん。 

   ア 緑化率が 64％以上の緑化補助資材を使用する場合 

      緑化面積＝緑化保護資材の設置面積×0.8 

   イ 緑化率が 64％未満の緑化補助資材を使用する場合 

      緑化面積＝緑化保護資材の設置面積×使用する製品の緑化率×1.25 

   ウ タイヤに踏まれない部分で緑化保護資材を使用せずに緑化を行う場合 

      芝、その他の地被植物で表面が被われている部分の水投影面積 

＜つる性植物の場合＞ 

つる性植物のつるが緑化資材（パーゴラ等）を平均して 30cm 以下で被っている

場合は、その部分の水平投影面積を S2 に基づく緑化面積として計上することができ

ます。ただし、一年草による緑化は、緑化面積として計上できません。 

既存のパーゴラ等の場合は、樹冠の水平投影面積（S1①）又は地被植物で被われて

いる部分の水平投影面積（S2）で計上します。 

新規にパーゴラ等を設置する場合は、植栽時の樹木の高さに応じたみなし樹冠面積

（S1②）を計上するか、又は植物のつるがパーゴラ等を平均して 30cm 以下で被っ

ている場合は、その面積を緑化面積（S2）として計上することができます。  
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（３）S3：花壇等 

花壇等（菜園も花壇として計上できます）の緑化施設の面積は、草花やその他これ

に類する植物が生育するための土壌あるいはその他の資材で表面が被われている部分

の水平投影面積とします。 

ア 花壇は、「土を盛り上げたり仕切りを設けたりしたもので、良質土の補充や土壌改

良などが施され、適宜植え替えが必要な植物が年に概ね6か月以上植えられている」

ことを条件に、緑化面積として計上できます。 

イ プランターやコンテナ等は原則として緑化面積に計上できませんが、容量が概ね

50ℓ以上のものをアンカーボルトやモルタル、接着剤等で地盤や建築物等の躯体に

しっかりと固定する場合は、花壇として緑化面積に計上できます。なお、プランタ

ーやコンテナに樹木を植栽する場合は、樹木として緑化面積に計上できます。 

ウ 花壇として緑化面積に計上するには、原則として緑化工事完了時に植え付けがな

される必要があります。 

エ 原則として植栽基盤の中に構造物がある場合は、その面積を控除する必要があり

ます。 
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（４）S4：池、水流等 

池、水流、その他これらに類するもので、樹木や植栽等と一体となって自然的環境

を形成しているものについては、その水平投影面積を緑化施設の面積とします。 

ただし、いずれの場合も下記の条件を満たす必要があります。 

ア 池もしくは水流に面している一体の植栽等が、池もしくは水流の面積以上である

ことが必要です。 

イ 池もしくは水流の底の表面が、土もしくは石（切石も可）で被われていることが

必要です。（コンクリートやタイル、レンガ等の場合は緑化面積に計上できません。） 

 

＜池の場合＞ 

池は外周延長の 1/2 を超えて連続して植栽等に面していることが必要です。 

＜水流の場合＞ 

水流は水流の両側が植栽に面しており、水流と水流に面している植栽等との横断面

のうち、植栽等の横断延長が水流の横断延長を超えていることが必要となります。 

＊一つの水流の中で、条件を満たす区間と満たさない区間がある場合は、条件を満

たす区間の面積を S3 に基づく緑化面積として計上することができます。 
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（５）S5：土留、園路等 

「土留」、「園路」、「植栽等と一体とな

った小規模な広場」、「植栽等と一体とな

った散水用配管・排水溝」、「ベンチ等」

は水平面積を緑化面積として計上する

ことができます。 

ただし、「土留」、「園路」、「植栽等と

一体となった小規模な広場」、「植栽等と

一体となった散水用配管・排水溝」、「ベ

ンチ等」の緑化面積の合計は、全緑化面

積の 1/4 を超えない範囲とします。 

なお、それぞれを緑化面積として計 

上する条件は下の表のとおりです。 

 

 

種   類 条            件 

土留 
土留の少なくとも片側が植栽等に面していること 

建築の躯体として利用していないこと 

園路 

園路の両側が植栽等に面していること 

園路に面した植栽等の面積が園路の面積以上であること 

園路と園路に面した植栽等の横断面のうち、植栽等の横断延長が園

路の横断延長を超えていること 

日常的な車両通行がないこと 

一つの園路で条件を見なす区間と満たさない区間がある場合は、条

件を満たす区間の面積をＳ5 に基づく緑化面積として計上できる 

植栽等と一体となった 

小規模な広場 

広場の外周延長の 1/2 を超えて連続して植栽等に面していること 

広場に面した植栽等の面積が広場の面積以上であること 

上記で規定する広場の中や広場に面した位置にある土留は広場と

して扱うことができる 

植栽等と一体となった 

散水用配管・排水溝 

配管等が植栽帯の中に設置されていること 

上記で規定する園路や広場の中や広場に面した位置にある配管等

はそれぞれ園路、広場として扱うことができる 

修景施設等 

上記で規定する園路、広場の中に設置されていること 

施設のうち、緑地の利用や維持管理に関する施設であること 

1 施設の面積が 1m2 未満であること 
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（６）S6：屋上緑化 

建築物その他工作物の上面に整備された緑化施設の面積は、屋上緑化の面積（以下「Ｓ

６」という。）として計上します。この場合において、Ｓ６は植栽する緑化施設に応じて

Ｓ１からＳ５に該当するものと同様に計算するものとします。 

（７）S7：壁面緑化 

建築物その他工作物の壁面に整備された緑化施設の面積は、壁面緑化の面積（以下「Ｓ

７」という。）として計上します。補助資材、植栽基盤等の資材が外壁部分に設置される

ときは、その資材又は植物に覆われている部分の壁面に対する鉛直投影面積を緑化施設

の面積として算定することができます。 
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50cm 以内 

建築物 

 

ア Ｓ７に基づき、つる性植物による緑化の面積を計上する場合は、３株／ｍ以上の

密度で植栽されていなければなりません。ただし、既存の緑化施設の面積を計上す

る場合はこの限りではありません。 

イ 一年草による壁面緑化は、緑化面積として計上できません。 

ウ 傾斜した建築物の外壁を緑化する場合は、「緑化施設の水平投影面積」として計上

された緑化面積が、S７により計上された緑化面積より大きい場合は、「緑化施設の

水平投影面積」を緑化面積として計上することができます。ただし、この場合にお

いて、その植栽基盤と重複して計上することはできません。 

エ 壁面緑化は、壁面緑化以外の緑化施設の水平投影と重複して緑化面積を計上する

ことができます。ただし「緑化施設の水平投影面積」を選択した場合は重複して計

上できません。 

オ 建築物の外壁に準ずるものに緑化施設を整備する場合（壁面登はん型）は、原則

として建築物の外側（建築と一体となったからぼり（ドライエリア）の周壁は除く。

ただし、維持管理面などの問題が無く緑化が可能で有る場合はこの限りでない。）を

緑化するものとします。３株／ｍ以上の密度で植栽されていなければなりません。 

カ 建築物の外壁に沿わせてフェンス等の自立式壁面を設置して緑化する場合（巻き

付き登はん型）、Ｓ７に基づく緑化面積として計上するためには、次の各号の条件を

全て満たさなければなりません。 

（ア）フェンス等の外面から建築物の外壁までの距離が原則５０cm以内

であること。 

（イ）原則として建築物の外側に緑化されていること。 

（ウ）３株／ｍ以上の密度で植栽されていなければならない。 

キ 建築物の外壁に準ずるものに整備された緑化施設についても、Ｓ７

に基づき緑化面積を計算することができます。 

ク 同一水平面において、１ｍ以内に複数の建築物の外壁に準ずるものによる壁面が

存在する場合は、Ｓ７に基づく緑化面積は重複計上できません。 

ケ Ｓ７に基づき、つる性植物による緑化の面積を計上する場合は、つる性植物を誘

引するためのワイヤー等資材の設置間隔は３０cm 以下とします。ただし、既存の

緑化施設の面積を計上する場合はこの限りではありません。 
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（９）環境負荷低減施設について 

建築物及び工作物の構造計算による安全検証を行い、環境負荷低減施設及び設備を

設置した場合は、その施設等における建築物等の屋上等に設ける自然エネルギーの収

集有効面積（パネル面積）を環境負荷低減施設面積として計上することができます。

対象となる施設は以下の通りです。 

１）太陽光発電、太陽熱利用 

２）その他、市長が環境への負荷の低減に資すると認めた施設及び設備 
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４ 計画手法 

４-1 緑化手法と選定 

施設の機能や緑化する空間の特性、緑化の目的を把握し、緑化手法や植栽材料の選択、

補助資材の活用を考慮した上で、緑化を計画します。ここでは代表的な緑化場所や手法

を紹介します。 

（１）平面緑化タイプ別一覧 

手
法 

概     要 注 意 点 イ メー ジ  施工費（参考） 

地
植
え(

芝
・
草
花
・
樹
木
な
ど) 

庭や駐車場周りなどの地面に直接植物
を植える。 

・近隣に迷惑をかけない
よう、敷地の境界近く
の植栽は避ける。 

・中・高木を植える場合
は支柱を付けて倒れる
のを防ぐ。 

・植え替えは難しいの
で、将来大きくなった
時のことも考え、適し
た場所に植える。 

 

 

 

芝 2,000 円/m2 

高木39,000円/本

～ 

低木 5,000 円/本

～ 

花の植え込み

5,000 円/m2 

緑

化

駐

車

場

 

緑化ブロックなどの補助資材を使用し
た駐車スペースの緑化。 

・タイヤの踏圧による影
響や日照不足など、駐
車場の利用状況によっ
て植物の生育に課題が
ある。 

・駐車場の利用頻度や利
用時間帯などを考慮す
る必要がある。 

  

補

助

資

材

使

用 

全面的に緑化 

(緑化ブロッ
クを使用) 

・多様な形状・材料の
製品があり、緑化す
る割合も選択可。 

・施工手間が比較的大
きい。  

20,000～

25,000 円/m2 

全面的に緑化 

(樹脂製マッ
トを使用) 

・緑化面積が大きい。 
・芝が荷重を受けやす
いので、頻繁な出入
りの駐車場には不向
き。  

7,000 円/m2 

踏圧のかから
ない部分の緑
化 

・ブロックや木材を使
用してわだち部分を
メインに資材を配
置。 

・緑化面積は小さくな
り、補助資材の印象
が強くなる。 

 

10,000～

18,000 円/m2 

踏圧のかから
ない部分の緑
化 

・本来の駐車場の機能
を損なわずに緑化可
能。 

・緑化面積は小さい。 
 

芝 2,000 円/m2 

生

垣 

敷地と道路を隔てるために境界へ植え
られた樹木による囲い。 

・生垣を高くしてしまう
と、周りから死角をつく
り、防犯上好ましくな
い。  

5,000 円/本～ 

プ
ラ
ン
タ
ー

 

植物を植えたプランターを置く緑化方
法。容量が 50ℓ以上で、アンカーボ
ルトやモルタル、接着剤等で地盤や建
築物等の躯体にしっかりと固定する場
合は緑化面積に計上可能。 

・地植えに比べると十分
な土量を取れないため、
土の保水性を高める工
夫が必要。 

・プランターと植物の大
きさのバランスを考慮
する。 

・公道に面した場所では、
設置場所に注意が必要。  

大型プランター

（GRC 製）

35,000 円/基 
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（２）屋上緑化タイプ別一覧 

手
法 

使用できる建物 効果と特徴 主な手入れ イ メー ジ  施工費（参考） 

セ

ダ

ム 

セダムは3cm程度(保
水・排水層等を含める
と6cm程度)の薄い人
工軽量土でも育つた
め、このタイプの屋上
緑化は、土を含めた重
さが1m2あたり
60kgより軽いもの
が多く、建物の新築・
既存を問わず使用で
きる。 

・セダムは昼間の水分の
蒸散がほとんどなく、
周りの温度を下げる効
果は少ないとされる。 

・乾燥に強いため、水や
りはほとんど必要な
く、水やりが難しい場
所に向く。 

・踏まれるとつぶれやす
い。 

・日陰では生長が悪いた
め、日の当たる場所に
適している。 

・水やりはほとん
ど必要ない。 

・年に数回の除草
とセダムの刈り
込みが必要。 

 

30,000 円/m2 

芝

生 

使う土により、土を含
めた重さが1m2あた
り60kgより軽くで
きるため、人が立ち入
り可能な屋上であれ
ば、建物の新築・既存
を問わず使用できる。 

・建物に対する断熱効果
(極端な高温化・低温化
を抑える効果)や、周り
の気温上昇を緩めるな
どの効果がある。 

・中で座ってくつろぐな
どの憩い・安らぎの空
間をつくることができ
る。 

・複合タイプに比べて薄
い人工軽量土の層をつ
くればすむため、全体
を軽くできる。 

・少ない手間で大きな面
積のみどりをつくるこ
とができる。 

・美しい芝生を保
つために、こま
めな除草と水や
り、芝刈りが必
要。 

 

25,000 円/m2 

複
合
（
樹
木
・
芝
・
草
花
な
ど
） 

使う植物が大きいほ
ど必要な土量が増し、
全体も重くなるため、
屋上の積載荷重がそ
の重さに十分耐える
ように設計された建
物に使用が限られる
(建物の新築・既存に
無関係)。 

・土が厚いため、建物に
対する断熱効果や周り
の気温上昇を緩める効
果が比較的大きい。 

・作り方次第でさまざま
な使い方ができる。(例
=菜園や園芸セラピー
向け庭園など) 

・木を植えるた
め、風で飛び散
る葉や小枝につ
いての配慮や木
の剪定など普通
の庭と同様の手
入れが必要。 

 

樹木 
50,000 円/m2 

プ

ラ

ン

タ

ー 

・プランターの大き
さや数、使う土によ
り全体を軽くでき
るため、人が出入り
可能な屋上であれ
ば、建物の新築・既
存を問わず使用で
きる。 

・菜園用大型プラン
ターの場合、培養土
を入れると重量が
重くなるため、耐荷
重や排水設備につ
いて事前の確認が
必要。 

・屋上全体を覆わないた
め、断熱効果は少ない。 

・憩い・安らぎ空間を簡
単につくることができ
る。 

・乾燥しやすいた
め、こまめな水
やりが必要。 
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（３）壁面緑化タイプ別一覧 

手
法 

概 要 注 意 点 主な手入れ イ メー ジ  施工費（参考） 

直

接

登

は

ん 

壁の前に付着
型の植物を植
栽し、植物の
登はん力によ
って壁面を緑
化する方法。 

・自然土壌が望ま
しい。建築外構
はアルカリ土壌
に注意。 

・水はけの悪い土
壌は排水性、乾
燥する土壌は保
水性の向上を図
る。 

・根域制限がある
場合は潅水装置
を設置し、基盤
排水を確保す
る。 

・放任すると著しく繁茂し
て不快な印象を与える。 

・定期的な剪定が必要。 
・ナツヅタの熟成した株の
場合は1回/年程度の剪
定が必要(要高所作業)と
なるが、存在感ある景観
の創出が可能。 

 

15,000 円/m2 

下

垂 

屋上部や壁面
上部にプラン
ターを設置
し、下垂型植
物を植栽して
上部から壁面
を覆う方法。 

・根域制限があ
る。 

・軽量土壌を利用
し、荷重を軽減
するとともに保
水性を高める。
潅水装置を設置
する。 

・根域と成長するツルの管
理が中心。根域は被覆さ
れたら抑制管理に切替え
る。放任管理の場合は自
動潅水装置の設置は必
要。 

・成長の著しいツルの剪定
等は高所作業車等を用い
て壁前面での作業が必
要。メンテナンス性を高
めるためには、計画設計
段階に管理用通路を設け
る必要がある。  

10,000 円/m2 

巻

き

付

き

登

は

ん

型 

壁に(ネット
など)格子状
の補助資材を
設置し、これ
に巻き付き型
のツル植物を
絡ませる方
法。 

・自然土壌が望ま
しい。建築外構
はアルカリ土壌
に注意。 

・水はけの悪い土
壌は排水性、乾
燥する土壌は保
水性の向上を図
る。 

・根域制限がある
場合は潅水装置
を設置し、基盤
排水を確保す
る。 

・生育範囲は限定しやすい
が、ケーブルやコード、
雨どいなどにも巻きつく
ために誘引や剪定が必
要。 

・上部に葉や花が集中する
種類が多く、放置すると
下部が枯れやすい。 

・植えてすぐに横への誘引
を行い、2回/年程度の初
期誘引を行うと、美しく
緑被させることができ
る。  

15,000 円/m2 

垂

直

基

盤

型 

壁面にフレー
ム・プランタ
ーを設置し、
植物を植栽。
多様な植物が
利用可能でデ
ザイン性高
い。 

・根域が制限され
るため、保水性
の高い人工軽量
土壌を用いる
(軽量化)。 

・潅水装置の設置
は必須条件。 

・雨があたらないため自動
潅水装置の設置が必要。 

・壁の間に管理用通路が設
けられる以外は、壁の前
面からの管理となり、「施
肥」「剪定」等は高所作業
車等を用いた作業とな
る。 

 

100,000 円/m2 

ユ
ニ
ッ
ト
型
・
プ
ラ
ン
タ
ー
型 

壁面にフレー
ム・植物と植
栽基盤が一体
化したユニッ
トを設置。多
様な植物が利
用可能でデザ
イン性が高
い。土木構造
物では不織布
製袋をアンカ
ーボルトで直
接壁面への固
定も可。 

・根域制限があ
る。 

・高pF域での均質
な保水性、長期
的性能維持がで
きる基盤である
ことが重要。 

・袋を用いた場合
は、劣化による
用土の落下等に
注意。 

※pF＝有効水分量 

・自動潅水装置の設置が必
要。 

・壁の間に管理用通路が設
けられる場合以外は、壁
の前面からの管理とな
り、施肥、剪定等は高所
作業車等を用いた作業と
なる。 

・導入当初から抑制型管理
を行う。 

・袋の場合は袋の劣化状況
を確認。袋の劣化は袋ご
と交換する。 

   

ユニット型 プランター型 

100,000 円/m2 
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４-2 緑化手法の提案 

  建物の用途や敷地の形状によって、それぞれ適した緑化方法があります。よりよい緑

化をしていただくための参考として、主な建築用途に適した緑化スタイルを紹介します。 
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（１）戸建て住宅、事務所等 
 

■敷地状況 

用 途 地 域 第 1 種住居地域 

建 ぺ い 率 60% 

必 要 緑 化 率 15% 

必要緑化率

等 

20% 

敷 地 面 積 500.00m2 

構 造 木造 2 階建て 

 

■緑化方法の提案 

●①生垣の設置 

敷地の境界に適正な間

隔でベニカナメモチなど

を植栽し生垣とします。道路からの騒音や排気ガス対策、プライバシー確保などに効

果があるとされています。 

●②芝生や③シンボルツリーの植栽 

芝生又は花壇や家庭菜園などのスペースを設け、ハナミズキやエゴノキなどの落葉

樹・ソヨゴやシマトネリコなどの常緑樹をシンボルツリーとして植栽します。 

 

■緑化面積計算例 

必要緑化面積 500.00m2×20%＝100.0m2（うち、25m2（5%）は、環境負荷低減

施設の計上が可能） 

緑化面積合計 ①～③ 114.0m2 

100.0 ≦114.0 ＯＫ 緑化率等適合 

 

①生垣 

中木40本 

（樹高1m、半径0.5m） 

植栽基盤の水平投影面積（S1③） 

Sa=2m×25m=50.0m2 

Sb=4m2 × 40 本 ＝ 160.0m2   Sa ＜ Sb よ り  

50.0m2 

②芝 芝部分S2=7m×8m=56.0m2 

③樹木（中高木） 

中高木1本 

（樹高3m、半径1.2m） 

みなし樹冠面積（S1②） 

S1②＝8m2×1本=8.0m2 
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５ 維持・管理手法 
樹木は植えたらそれで終わりではなく、樹木が健全に生育できるように、敷地や土壌

の状況、生長に応じた適正な管理が必要となります。特に植栽直後は、適切な管理を怠

ると枯れてしまう場合もあります。 

5-1 維持管理の目安 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5-２ 剪定・刈り込み 

（１）剪定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

・最初に、枯れ枝、折れ枝、病気の枝を切ります。 

・次に、樹形を乱す枝や生育上不要な枝(徒長枝、ふところ枝、胴ぶき枝、やご、さ逆さ

枝、平行枝、車枝、かんぬき枝など)を剪定します。 

・さらに、高く伸びすぎた枝や、道路や隣地に支障となっている枝を剪定します。  

不要な枝の例 

剪定は、樹木の見栄えを良くしたり、生育

や開花などを促進また抑制するために、樹木

の枝を伐る重要な作業です。ただし、時期を

間違えた剪定や過度の剪定は、植物に大きな

ダメージを与えることがあります。十分に留

意して剪定を行いましょう。 
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○剪定の時期 

樹 種 時 期 内 容 

常 緑 樹  
５～ ８月頃 
９～10月頃 

冬に剪定すると、寒さで樹木が弱ってしまいます。夏期は、樹
形を乱す徒長枝などの除去を行います。 

落 葉 樹  11～ 2月頃 
葉が落ちる晩秋から芽吹き前の休眠期に行います。この時期
は、枝のつき方が良く分かり、昆虫などもいないので安心です。 

花を楽しむ 
樹木 

開花後、花芽が
できる前 

剪定時に花芽を切らないように注意しましょう。 

 

（２）刈り込み 
 

 

 

 

 

 

○刈り込みの時期 

樹種や萌芽力によって、年 1～3 回程度行います。 

回 数 時 期 樹 種 

年 1 回 6～7 月 全般 

年２回 5～6 月、9～10 月 イヌツゲ、カナメモチ、ヒイラギなど 

年３回以上 適宜 萌芽力の著しく強い樹種、仕立物 

芝生（２～６回） ５～10 月 芝生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

  

生垣や低木などの形や見栄えを整えるために、年に数回刈り込みを行いましょう。

刈り込むことで、病虫害の予防にもつながります。 

 

生育による樹木の大幅な加重の増加が予想されるため、定期的に剪定が必要です。 

また、セダム類は、大量の花がらが病害を発生しやすくなるので、花が咲く前に刈り

込みます。 

屋上緑化の場合 

 

植栽したつる系の植物が違う場所に伸長すると景観が悪くなるだけでなく、機器類の

故障や事故の原因にもなってしまうので、定期的に剪定しましょう。 

また、繁茂しすぎると病虫害発生の原因となるので、間引きや１～３年に１回程度面

全体を刈り込む必要があります。つる植物で壁面を覆う場合は、手作業で誘引が必要

となります。 

壁面緑化の場合 
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５-３ 除草・清掃 

（１）除草 

・雑草はできるだけこまめに行い、雑草の生えやすい時期には重点的に行います。一度

増えてしまうと除草が困難になるので、早めに抜くように心がけてください。 

・タマリュウなどの地被植物を植栽し、雑草の発生を防ぐことも有効です。 

（２）落ち葉の清掃 

・近隣に迷惑をかけないよう、落ち葉は放置せずに定期的に清掃するようにしましょう。 

・土の上に堆積した落ち葉は、土壌を肥えさせるので残しておくと良いでしょう。 

・雨どいや排水路などの清掃を定期的に行います。戸建住宅では、落ち葉が屋根の雨ど

いや排水路に詰まって、雨水があふれる場合があるので注意が必要です。 

・屋上緑化やユニット・プランター型の壁面緑化では、建築物の排水路やドレインに詰

まって、水が防水立ち上がりを超えて水漏れになる場合があるので注意が必要です。 

（３）枝・落ち葉処理 

・自分で剪定して出た樹木の枝葉や落ち葉は、家庭ごみとして適切に処理してください。 

・落ち葉や枝に生ごみを混ぜて、堆肥を作ることもできます。（豊田市では、生ごみ処

理機器の購入費を補助する制度があります。（生ゴミ処理機器購入費補助金制度）） 
 

 

 

５-４ 病害虫対策 

樹木に病気や害虫が発生しないように、十分に注意しましょう。もし、被害が出た場

合は、被害が小さいうちに早めに対処しましょう。 

（１）病害虫の防除 

・病害虫の発生を防ぐには、樹木を健康で丈夫に育てることが何よりも大事です。 

・日ごろから樹木の様子に気を配り、早期発見に努めます。 

・多様な植物を植栽することで、害虫の天敵となる昆虫や野鳥が生息するようになりま

す。 

・通風や採光が不十分な場合、病害虫が発生しやすくなるので注意が必要です。 

・剪定や枯死した植物の早めの除去などにより、農薬など薬剤散布以外の方法を優先し

て行います。 

・病気に弱い樹種の場合は、防除のための薬剤散布を行います。 

（２）病害虫の駆除 

・病害虫を発見した場合は、何よりも早目の対処が大事です。虫を直接取り除くか、病

気や害虫がついている枝葉ごと除去してください。 

・人や植物に被害のほとんどないものは、放置して虫がいなくなるのを待つのもよいで

しょう。 

・薬剤を使用する場合は、法令や使用方法を厳守して、毒性や臭いの弱い薬剤などの最

小限の散布にとどめてください。また、周りの人への影響を考えて行ってください。  
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５-５ 設備関係 

（１）特殊緑化の留意点 

屋上や壁面緑化では特に定期的な点検補修が必要です。施工直後では排水不良や土壌

の流出、水の飛散などが予想され、長期的には、防水不良や土壌の劣化などの問題が生

じるため、定期的な土壌診断や灌水設備、排水ドレインなどの保守点検なども必要とな

ります。これらは状況により、建築設備業者や管理業者を含めての対応が必要です。 
 

灌 水 設 備 

自動灌水設備を設置した場合は、灌水パイプに破損や詰まり、

フィルターや逆止弁の異常などの保守管理、季節毎の設定変更を

適切に行う必要があります。点滴ホースによる灌水方式では、経

年変化によりホースの老朽化や吐出孔の詰まりなどが起きること

があり、定期的な点検整備が重要となります。 

壁面緑化補助資

材 

年月の経過とともに、登はん・下垂支持材の点検、修繕が必要

となってきます。特に劣化による資材の落下、植物の落下は大変

危険です。 

○点検箇所：本体、取り付け部、ネジ類 

○点検時期：通年、台風の後、落葉時期、梅雨後 

建 築 物 

屋上緑化やユニット・プランター型の壁面緑化などでは、建築

物の排水路やドレイン、防水層、防根層の点検を行うことが必要

です。(スコップなどによる防水層・防根層の損傷に注意)特に落

葉、泥、土壌などが排水路やドレインに詰まり、水が防水立ち上

がりを越えて水漏れになる場合が多くあるため、定期的な除去清

掃が必要です。 

土 壌 

適切な管理に努めるとともに、必要に応じて土壌診断を行い、

適切な処置を講じることが大切です。屋上緑化やユニット・プラ

ンター型の壁面緑化などの人工地盤は、基本的に土壌の入替えは

必要ありませんが、強風による土壌の飛散目減りによる補充や、

根詰まり等により将来的(実績が少ないため 10～20 年程度と予

想)に表土の入替えが必要になります。 
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（２）屋上緑化 

屋上緑化を安易に導入した場合、植物が枯損するだけでなく、漏水など建築物側の

トラブルにも繫がる恐れがあります。設計・施工の際には、以下の注意が必要となり

ます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水やり対策 



 

53 

 

（３）壁面緑化 

   壁面緑化は、設置する緑化施設の向きによる日照、灌水、風などの環境対策に留

意する 

必要があります。設計・施工の際には、以下の注意が必要となります。 
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６ 緑化に適した植物例 

（１）シンボルツリーに適した植物例 

シンボルツリーには、空間のシンボルとなるような高木を植栽します。常緑樹か落

葉樹か、樹形、１本立ちか株立ちか、葉の形状、花・実の有無などによって樹木が配

置された空間のイメージが大きく異なるので、自分の好みに応じて選ぶと良いでしょ

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他、アラカシ、モッコク、クスノキなど  

おおむね丈夫である。 生長は
たいへん早いが比較的短命と
いえる。 ４ 月上旬、 薄紅色か
ら白のほのかに香る花を咲か
せる。

生長はやや早い。 刈込に耐え
る。 適度に潤い、 肥えたを土
壌好み、 移植は比較的簡単で
ある 。 乾燥・ 大気汚染に弱
い。 緑陰樹に適し、 樹齢が長
い。

丈夫で生長が早い。 萌芽力が
あり 剪定・ 刈込に耐え、 移植
も比較的容易である。 春には
芽を出し、 4～5月に開花、 晩
秋に紅・ 薄紅・ 黄色に紅葉す
る。

3月に白色の花をつけ、 8月に
実をつける 。 生長はやや早
い。 移植はやや難しい。

4～5月に暗紅色の小花をつけ
る。 10～11月頃に紅葉する。
刈込に耐える。 移植はやや容
易。

春先によい香り と と もに大型
の白い花が咲く 。 移植は困
難。

6～7月頃に緑色の花が20～30
個集まって咲く 。 9～10月に
紅葉する。 移植は容易で、 生
長は早い。

4～5月に黄緑色の花をつけ、
花びらを包む葉が花のよう に
白く 、 1か月以上鑑賞でき
る。 秋には果実が成熟し、 紅
葉で美しい。 弱湿性。

7月以降秋まで連続で淡紅色
の花が咲く 。 秋は黄葉する。
強健で、 生長が早い。 萌芽力
が強く 、 深い刈込にも 耐え
る。 移植はやや容易。

5～6月に枝の先に強い香り が
ある 大型の白い花を咲かせ
る。 寒さに弱い。 湿り 気のあ
る土地を好む。 剪定など手入
れの必要はあまり ない。

6月頃白い花を咲かせる 。 赤
い果実をつける。 葉は革質で
光沢がある。 根の張り が浅い
ため、 風による倒木に注意。
病虫害に強い。

5月頃、 白い花を 多数つけ
る。 羽状に小葉をつける。 寒
さにやや弱く 、 暑さに強い。
生長が早く 、 刈込に強い。

サクラ（ 落葉高木）
陽/7～10m/耐湿・ 寒

ケヤキ（ 落葉高木）
陽/20～25m/耐風

陽・ 陰/3～8m/耐寒
ハナミズキ（ 落葉高木）
陽/5～12m/耐寒

モミジ（ 落葉高木）
陽・ 陰/10～15m/耐乾

ハクモクレン（ 落葉高木）
陽・ 陰/10～15m/耐火・ 煙

樹
　
木

サルスベリ（ 落葉高木） タイサンボク（ 常緑高木）
陽/3～7m/耐公害 陽/20m

トウカエデ（ 落葉高木） コブシ（ 落葉高木）
陽/15m/耐風・ 寒・ 公害 陽・ 陰/10～15m/耐寒

ソヨゴ（ 常緑高木）
陽・ 陰/5～10m/耐乾・ 公害

シマトネリコ（ 半落葉高木）
陽/10~18m/耐暑

ヤマボウシ（落葉高木）
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（２）日なたの庭・建物周りに適した植物例 

南側の庭など日なたの場所には、日あたりを好む樹木（陽樹）を植えるとよいでし
ょう。四季折々の花や実のなる種類など、様々な植物を植えることが可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他、シラカシ、コブシ、エゴノキ、モミジ類、ソヨゴ、アベリア、ジンチョウゲなど  

4～5月頃に花が開く 。 大きく
なるにつれ陽光を要求する。
刈込、 枝の切込に耐える。

白色・ 白色底紅色など一重ま
たは八重の花をつける。 夕方
しぼみ、 2～3日で落花。 生長
は極めて早く 丈夫。 強度の剪
定・ 刈込に耐える。

4～5月に紅紫色か淡紫色の花
をつける。 株立性。 生長が早
く 、 萌芽力が強い。 移植は3
～4月が容易である。

5～6月に白い大玉状の花を咲
かす。 刈込、 剪定に耐える。
移植は容易。 陽地の方が花つ
きはよい。

4月に白色の花を咲かす。 性
質が強い。 移植は容易。 土質
を選ばずよく 育つ。

ムクゲ（ 落葉低木）
陽・ 陰/2～4m/耐湿・ 乾・ 公害

ヒラドツツジ（ 常緑低木）
陽・ 陰/1～2m/耐乾

オオデマリ（ 落葉低木）
陽・ 陰/1～3m

ユキヤナギ（ 落葉低木）
陽・ 陰/1～1.5m/耐寒・ 煙

樹
　
木

アラカシ（ 常緑高木）
陰/10～15m/耐乾・ 煙・ 風・ 公害
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（３）日陰の庭・建物周りに適した植物例 

北側の庭や高木や中木の陰など日陰の場所には、日陰でも育つ樹木（陰樹）を植え

るとよいでしょう。樹木だけでなく低木や草木、地被類も組み合わせると、葉や花な

どがきれいな種類も多いので、日陰でも魅力的な空間にすることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他、ヤマモモ、ネズミモチ、モッコク、ヤブツバキ、ヒサカキ、ヒイラギなど  

楕円型の樹形で繁密。 5
～6月頃、 淡紫色の小花
を多数つける 。 10～11
月、 赤い果実をつける。
大木の移植も可能。

6月頃白花を群生。 10月
に緑～紅色に果実熟す。
強健で成長はやや早い。
刈込に耐える。 葉大きく
つやがあり 枝葉は密生。

10月に芳香のある白い小花
を多数つける。樹肌はコル
ク質のこぶ状。強健で生長
が早い。葉は鋸葉が大きく
尖る。刈込に耐える。

5～6月に淡黄色の小花を
つける。10～11月紫黒色に
果実が熟す。生長は早い。
土質を特に選ばない。刈込
や強剪定に耐える。

10～12月にやや香気のあ
る大型の花をつける 。 や
や寒さ を嫌う 。 日陰でよ
く 育つが日照が強く ても
耐える。 刈込に耐える。

4月頃開花し 、 12～ 5月
頃、 楕円状の赤い実がな
る 。 枝は若いう ち は緑
色。 萌芽力が強く 、 生長
も早い。 虫害に強い。 防
火力が大きい。

4月に淡紅色の新芽、 4～
5月に白い花、 9～10月に
実をつける 。 有毒植物で
葉を煎じ菜園の殺虫剤に
使える。 移植は容易。

早春に黄色の花を総状に
つける 。 7月に球形の実
をつけ、 熟すと 紫黒色に
なる。 葉は鋸葉が尖って
いる。

葉は菱状円形または広卵
形。 花は2～3月、 濃黄色
の花弁を枝いっぱいにつ
ける。 湿り 気のある場所
を好む。 移植は容易。 病
虫害に強い。

マンサク（ 落葉低木）
陰/5～10m/耐火・ 煙

樹
　
木

アセビ（ 常緑低木）
陽・ 陰/1.5～3m/耐寒

ヒイラギナンテン（ 常緑低木）
陰/1.5～2m

ヒイラギモクセイ（ 常緑高木）
陰/6m/耐湿・ 乾・ 潮

イヌツゲ（ 常緑小高木）
陰/1.5～9m/耐寒・ 潮・ 煙

サザンカ（ 常緑中木）
陽・ 陰/12m/耐乾・ 潮

アオキ（ 常緑低木）
陰/2m/耐湿・ 煙・ 寒

クロガネモチ（ 常緑高木）
陽・ 陰/10～18m/耐湿・ 潮

サンゴジュ（ 常緑高木）
陽・ 陰/10m/耐火・ 潮
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（４）生垣に適した植物例 

刈り込みに強く、外観が美しい、生長が早い、葉の密度が高い、手入れが比較的容
易などの植物の特性のほか、植える場所や周辺の雰囲気に合うものを選定します。た
だし樹種や仕立て方に応じた管理が必要です。 

 
 

春～秋にかけて鐘形の小さい
花を多数咲かせる。 花の香り
は非常に強い。 刈込に強い。

暖地の海岸に生育する。 春に
白い花をつけ、 秋には紫色の
実を付ける。

乾燥に弱い。紅葉が美しい。4
～5月に白い花を咲かせる。生
長がやや遅く、刈込に耐える。
大株移植は難しい。

小さな明るい緑色の葉が密生
する。 寒さ ・ 乾燥にやや弱
い。 初夏に香り のある白い花
を咲かせる。

生長はやや遅い。 病害虫、 萌
芽力と もに強い。 10～11月に
花が咲き、 香り を放つ。 刈込
に強い。

葉は小ぶり でかたく 、 濃い緑
色。 生長はやや遅い。 刈込に
非常に強い。

葉は厚く 、 強いつやがある。
刈込に強く 、 密生する。 斑入
り のものもある。

洋風の植物で、 病害虫に強
い。 色彩、 樹形など品種が豊
富で、 組み合わせ利用が可能
である 。 管理は簡単と いえ
る。

小さ く 光沢のある葉が密生す
る。 生長は極めて遅いが、 長
寿である。 病害虫に強い。 刈
込む例が多い。

春～初夏の赤い新葉が目を引
く 。 生長はやや早い。 病害虫
にも強い。 和・ 洋と も合う 。

初夏に白色の花がたく さん付
く 。 秋に紫黒色の小さな果実
を付ける。

明るく 緑色の葉をしている。
生長が早く 、 高い生垣と な
る。 病害虫、 潮風に強い。 刈
込に耐える。 秋にはド ングリ
が付く 。

ネズミモチ（常緑中木） シラカシ（常緑高木）

陽・ 陰/3～4m/耐湿・ 風 陽・ 陰/20m/耐乾・ 暑・ 風・ 雪

樹
　
木

陽/1～3m/耐湿 陽/1～3m/

アベリア（半常緑低木） シャリンバイ（常緑低木）

陽・ 陰/1～2m/耐乾・ 湿・ 公害 陽/2m/耐乾・ 風・ 公害

ドウダンツツジ（落葉低木） プリペット（常緑中木）

キンモクセイ（常緑中木） ウバメガシ（常緑中木）

陽/2.5～4m/耐乾・ 湿・ 風・ 公害 陽/5m/

陽・ 陰/3～6m/ 陽/3～5m/耐乾・ 風・ 公害

マメツゲ（常緑低木） ベニカナメモチ（常緑中木）

マサキ（常緑中木） コニファー類（針葉）

陰/5～8m/耐乾・ 湿・ 公害 陽/0.1～40m/耐乾
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（５）屋上緑化に適した植物 

屋上緑化は強風や乾燥・高温などの環境条件があり、屋上緑化の環境に適する(耐乾

性、耐風性、耐暑性等)植物を採用すれば、安定した生育が得られます。また、剪定頻

度が少ない生長の遅い植物や病虫害に強い植物とすることで、維持管理の負担を軽減

できます。地被類は、雑草の繁茂や土壌の飛散を抑える効果があるものもあります。 

 
 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

初夏に白い花をつけ、 秋に
1cmほどの実を付ける。 生長
は遅いが、 剪定に耐える。 病
虫害に強い。

秋に紅葉し、 春に白またはピ
ンクの花をつける。 日向、 肥
えた土壌を好み、 夏の乾燥・
剪定は苦手。

土壌を選ばず、生長は遅いが
刈込に耐える。病虫害に強い。
実は食べられる。

紅紫色の小花を多く つける。
寒さや虫には強いが、 潮害に
は弱い。 １ 本ずつ植えるのに
向いている。

日向を好み、 生長は遅いが萌
芽力がある。 樹形は様々。 病
虫害・ 乾燥に強い。 剪定に強
い。

土質を選ばず、 剪定に耐え
る。 暖かいと こ ろでは生長が
良く ない。 花は強い香り を放
つ。

寒冷地では半落葉と なる。 生
長は早く 、 刈込に耐える。 初
夏に黄色い花をつける。

日向を好み、 水はけのよい土
でよく 生長する。 刈込に耐え
る 。 春に白い花を 多く つけ
る。

ハーブで、 生育が盛んであ
る。 湿気に弱く 、 立性と ほふ
く 性がある。 料理等に利用で
きる。

ハーブであり 、 ヨ ーロッ パ原
産。 品種が多い。 春に紫など
の花をつける。 高温多湿に弱
い。 生育は良い。

茎は地面を這い、 先が立ち上
がる。 多数の葉がらせん状に
つく 。 花は春に咲く 。 よ く 茂
る。

春に香り の強い花。 生長はや
や遅い。 刈込に耐える。 根付
が悪く 、 大株の移植は困難で
ある。 暑さに弱い。

樹
　
木

低
木
・
下
木

フッキソウ（下木常緑） ジンチョウゲ（常緑低木）

陽・ 陰/0.2～0.3m/耐湿・ 乾・ 暑・ 風・ 雪 陽・ 陰/1～1.5m/耐寒

陽/1～2m/耐寒・ 暑

ローズマリー（常緑低木）薄層緑化可 ラベンダー（常緑低木）薄層緑化可

陽/～2m/耐寒・ 乾 陽/0.6～1m/耐寒・ 乾

モッコク（常緑高中木） ハナミズキ（落葉高木）

陽・ 陰/6～15m/耐湿・ 公害 陽/3～4m/耐湿・ 公害

ヤマモモ（常緑高木） ハナズオウ（落葉中木）

陽/～10m/耐乾・ 湿・ 風 陽/2～3m/耐乾・ 湿

カイズカイブキ（コニファー） ライラック（落葉中木）

陽/8～10m/耐乾・ 風・ 公害 陽/3～4m/耐寒

ビョウヤナギ（半落葉小低木） コデマリ（落葉低木）

陽・ 陰/0.5～1.5m/耐寒
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（６）壁面緑化に適した植物 

壁面緑化は強風や乾燥、垂直面という環境条件があります。壁面緑化では使用する

工法によって植物の選定が異なり、ユニットタイプ以外は生長が早く、早く壁面緑化

景観をつくり出すツル植物を使用します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

日本原産。黄金色の枝垂れ
た葉を持つ。冬には褐色に
なる。刈込に耐え、地被とし
ての利用が多い。

耐陰性があり秋から冬にか
けて見られる赤い葉が美し
い品種。

日本原産。ほふく性の低
木、地被植物によく使われ
る。乾燥に比較的強い。

冬になると鮮やかな赤色に
紅葉する。アクセントとなり、
和・洋どちらにも合う。

日本原産。寒さに強く斑入り
の細い葉が特徴。花はぶど
うの房のように連なって咲く。

初夏に黄色い花をつける。
日陰でも育つ。石組みや木
の根元などに好まれる。

初夏に黄色い花をつける。
日向を好む。生長が早く、雑
草の抑制や早期緑化に効
果的といえる。

春に小さな花をつける。環
境に対応でき、丈夫である
が、肥えた土壌と日向を好
む。

春に小さな花をつける。丈
夫だが、肥えた土壌と日向
を好む。

3～9月に赤紫の花をつけ
る。乾燥に強いが、多湿に
弱い。寒さはやや苦手。生
長が早い。

地
被
・
セ
ダ
ム

シバザクラ（宿根常緑）薄層緑化可 マツバギク（宿根常緑）薄層緑化可
陽/～0.1m/耐乾・暑・寒・風・雪 陽/～0.1m/耐乾・暑・雪

陽・陰/0.3～0.5m/耐乾

草
花

フイリヤブラン(常緑多年草)薄層緑化可 ツワブキ（常緑多年草）
陽・陰/0.5m前後/耐乾・暑・雪 陰/0.5m前後/耐乾・暑

ヒメイワダレソウ(常緑多年草)薄層緑化 ヒマラヤユキノシタ(常緑多年草)薄層緑化

陽・陰/～0.1m/耐乾・暑・寒・風・雪 陽・陰/0.1～0.6m/耐乾・暑・風・雪

低
木
・
下
木

フィリフェラオーレア（コニファー） ヤブコウジ（下木常緑）薄層緑化可
陽/0.2～5m/耐寒・暑・風 陰/～0.1m/耐湿・暑・風・雪

ハイビャクシン（コニファー） オタフクナンテン（常緑低木）薄層緑化

陽/0.1～0.5m/耐暑・風・雪

乾燥、 暑さに強く 、 メ ンテナ
ンスに手間がかかり にく い。
生長が早く 、 下垂等にも 向
く 。 葉色も豊富。

初夏に無数の白い花を つけ
る。 生長が早く 、 上方向に伸
びる。 フェンスへの利用が多
い。 壁に付着させるこ と もあ
る。

登

は

ん

・

下

垂

・

ユ

ニ
ッ

ト

ヘデラ（吸着登はん下垂常緑）　　葉 テイカカズラ（巻つる常緑）　　　花

陽・ 陰/0.5～1.5m/耐乾・ 暑・ 寒・ 雪 陽・ 陰/1m/耐寒・ 暑
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夏に大輪のオレンジの花をつ
ける。 病虫害は少ない。 冬の
定期的な剪定・ 誘引を行う 必
要がある。

生育がよく 、 夏から秋にかけ
て雪のよう な花をつける。 つ
る 性で7～10cm以上伸びる。
開花時は甘い香り がする。

一年中、 淡い青色～紫色また
は白色の花を 1～2日咲かせ
る。 葉は光沢があり 、 斑入り
の種類もある。

品種が非常に多く 、 花の色も
多種にわたる。 移植に弱い。
水はけが良い場所を好み、 乾
燥に弱い。

時計の文字盤を思わせる花が
魅力。 寒さにやや弱い。 日当
たり と 水はけの良い場所を好
む。

雄雌を１ 株ずつ植え、 誘引す
るこ と によって、 秋に多数の
果実が収穫できる。 マタタビ
属のため猫に注意。

乾燥、 暑さに強く 、 メ ンテナ
ンスに手間がかからない。 生
長が早く 、 下垂等にも向いて
いる。 葉色も豊富である。

芽吹きから紅葉まで美しい。
自力で壁面を登る。 特別な管
理は必要ない。 フェンス利用
は適さない。

都会の乾燥と 暑さを嫌う 。 湿
潤な環境を好む。

山地に生える。 秋にオレンジ
色の実をつける。 生花にも使
われる。

大木性でまっすぐ 下に垂れ
る。 冬に多数の赤い実をつけ
る。 病虫害が少ない。 品種が
多い。

ほふく 性がある。 ブルーパシ
フィ ッ ク と いう 品種は早く 生
長し、 下垂する。 触ると 少し
痛い。 病虫害が少ない。

コトネアスター類(つる性常緑低木)実 コニファー類（ほふく常緑）　　　葉

陽・ 陰/耐乾・ 寒　 　 　 　 　 　 　 　 　 下垂 陽/耐乾　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 下垂
下
垂
・
ユ
ニ
ッ

ト

登
は
ん

キヅタ（吸着型登はん常緑）　　　葉 ナツヅタ（吸着型登はん落葉）　　葉

陽・ 陰/耐寒・ 暑 陽/2.5m/耐寒・ 暑

ツルアジサイ（吸着型登はん落葉） ツルウメモドキ（落葉低木）

やや陽/耐寒 陽/1m/耐寒・ 暑　 　 　 　 　 　 　 　 補助資材

登
は
ん
・
下
垂

ノウゼンカズラ（巻つる落葉）　　花 ナツユキカズラ（巻つる落葉低木）花

陽/1m/耐寒・ 暑 陽/耐乾・ 寒・ 暑・ 風

ツルニチニチソウ（つる常緑半低木） クレマチス類（巻つる落葉）

陽・ 陰/0.1～0.5m/耐暑　 　 　 　 　 補助資材 陽/～0.1m/耐寒・ 暑　 　 　 　 　 　 補助資材

トケイソウ（巻つる落葉） キウイ（巻つる落葉果樹）

陽/～0.1m/耐暑　 　 　 　 　 　 　 　 補助資材 陽・ 陰/2.5m/耐寒・ 暑　 　 　 　 　 補助資材
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（７）駐車場の緑化に適した植物例 

排気ガス、暑さ、乾燥に強いなど駐車場の気象条件、利用頻度、管理条件を踏まえ

選定します。緑陰樹は樹液・葉・実・虫等が落ちにくい樹種、芝生駐車場は耐暑性、

耐寒性、耐干性、耐踏圧性などを考慮します。 
 

 

 

 

 

4～5月に色鮮やかな赤や桃
色、 白い花を咲かせる。 種類
が多い。 排ガスに強い。 生長
は遅い。

海岸林に多く 、 排ガス に強
い。 生長は遅い。 葉が丸く 分
厚く 、 光沢がある。 雄と 雌で
株が異なる。 小さい花をつけ
る。

排ガスに強い。 大きく 生長す
る。 初夏に落葉する。 新緑が
美し く 、 5月末頃には房状の
花をつける。

排ガス ・ 刈込・ 病虫害に強
い。 生長は穏やかで、 茂り す
ぎない。 秋に赤い実を つけ
る。

冬に葉が枯れるが、 踏圧・ 刈
込に強い。 直線的に繁殖し、
伸びが早い。

耐陰性・ 耐湿性があり 、 踏圧
に耐える。 日向で生育する。
公園やゴルフ場に適する。 管
理はやや必要と なる。

耐寒・ 耐暑で草丈が低く 、 密
に被覆する。 濃い緑色の線状
葉をつける。 日向や乾燥地で
は葉やけを起こす。

踏圧に強いが耐陰性に劣る。
休眠期間は短く 、 葉はやわら
かく 濃い緑色で鮮やか。 葉の
密度は高い。

芝
生
駐
車
場

ノシバ（宿根落葉） コウライシバ（宿根落葉）

陽/0.1m以上/耐乾・ 暑・ 踏・ 陰 陽/0.1m前後/耐乾・ 暑・ 踏・ 陰

タマリュウ（宿根常緑） バミューダグラス（宿根落葉）

陽・ 陰/～0.1m/耐乾・ 暑・ 風・ 雪 陽/0.2～0.5m/耐乾・ 暑・ 踏・ 陰

緑
陰
樹

クスノキ（常緑高木） ソヨゴ（常緑高木）

陽/20m以上/耐湿 陽・ 陰/2～5m/耐乾

後
方
部

ツツジ（常緑・落葉/低木・小高木） ハマヒサカキ（常緑低木）

陽/0.3～5m/耐暑・ 寒 陽/1.5～5m/耐乾
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７ 資料編 

７-1 みどりのまちづくり推進事業補助金（改正：平成26年4月1日） 

都心中心部（約１９６ha）の区域内において、新たに緑化を行う場合、緑化費用の一

部を助成する制度。緑化地域制度の対象規模（５００㎡以上）の建築物のみならず、小

規模な敷地の戸建て住宅や既存の建築物なども対象とします。 

交 付 率  対 象 規 模 交 付 限 度 額  

 

 

 個人申請  5／10 

 組織申請  6／10 

 

※プロムナードに接する敷地の場合 

 個人申請  8／10 

 組織申請  9／10 

 

※組織申請とは、所有者が異なる

敷地が５つ以上連続し、かつそ

の所有者のうちのひとりを組

織の代表とした申請 

【屋上、壁面、空地緑化】 

緑化面積 10m2 以上 

 

※プロムナードに接する敷地の場合 

緑化面積 ２m2 以上 

 

 

【屋上、壁面緑化】 

 個人申請  3 万円/ｍ２ 

 組織申請  3 万 6 千円/ｍ２ 

【空地緑化】 

 個人申請  １万５千円/m2 

 組織申請  １万８千円/m2 

 

※プロムナードに接する敷地の場合 

【屋上、壁面、空地緑化】 

 個人申請  4 万 8 千円/m2 

 組織申請  5 万 4 千円/m2 

【駐車場緑化】 

緑化面積 50m2 以上 

 個人申請  2 万円/m2 

 組織申請  2 万 4 千円/m2 

 

※プロムナードに接する敷地の場合 

 個人申請  3 万２千円/m2 

 組織申請  3 万６千円/m2 

【生垣設置】 

5m 以上 

 個人申請  5 千円/m2 

 組織申請  6 千円/m2 

 

※プロムナードに接する敷地の場合 

 個人申請  8 千円/m2 

 組織申請  ９千円/m2 

【注意事項】 

１ 補助金の交付は、予算の範囲内でかつ交付金の限度額以下となります。 

２ 優良な緑化の要件を満たす必要があります。 

３ 緑化地域制度の対象規模に該当する場合において、助成制度を活用する場合は、豊

田市緑化推進条例で規定される緑化率等の最低限度を満足しないときは、助成の交付

対象とならないため、注意が必要となります。詳しくは、豊田市公園緑地課にお問合

せ下さい。  
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様式第１号（第４条関係） 

 

緑化率等適合証明申請書 

 

年  月  日 

 

  豊田市長 様 

 

申請者  住所 

氏名            ㊞  

（法人の場合は、所在地、名称及び代表者氏名） 

電話番号 

 

  都市緑地法施行規則第２５条  

の規定による   豊田市緑化推進条例第５条第５項 

  豊田市緑化推進条例第６条第３項において準用する同条例第５条第５項 

 証明を受けたいので、次のとおり申請します。  

建 築 物 の 名 称  

地 名 地 番   

建 築 物 の 用 途  

用 途 地 域   

敷 地 面 積                      ㎡ 

建 ぺ い 率 の 緩 和   □防火地域内の耐火建築物  □市が指定する角地等 

都市緑地法の規定による
緑化率の最低限度 

％ 
豊田市緑化推進条例の規定に
よる緑化率等の最低限度 

％ 

工事種別・増築割合  
 □新築 
 □増築（都市計画決定告示の床面積の合計に対する増築後の床面積の

合計の割合：  ％） 

緑 化 施 設 等 の 面 積  
緑 化 施 設 ㎡ 緑 化 率 ％ 

環境負荷低減施設 ㎡ 環境負荷低減率 ％ 

工事着手予定年月日 年  月  日 

工事完了予定年月日 年  月  日 

担 当 者  
（ 設 計 管 理 者 ）  

住所 
氏名 
電話番号 

注意 該当する□の中にレ印をつけてください。
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様式第２号（第４条、第５条、第１０条関係） 

（表） 

緑化施設等概要書 

   

 １ 種別    □適合   □適用除外   □完了延期   □完了 

 

 ２ 緑化施設等の面積 

 （都市緑地法施行規則第９条関連） 

面積の算出項目 面積（㎡） 

地
上
緑
化 

樹木の面積 

①樹冠の水平投影面積  

②みなし樹冠の水平投影面積  

③一定の条件に該当する植栽基盤の水

平投影面積 

 

④芝その他の地被植物の水平投影面積  

⑤花壇その他これらに類するものの水平投影面積  

⑥水流、池その他これらに類するものの水平投影面積  

⑦園路、土留その他の施設の水平投影面積 (Ａ) 

⑧地上における緑化施設の面積（①～⑦の計）  

屋
上
緑
化 

⑨屋上における①～⑥の面積の計  

⑩屋上における⑦の面積 (Ｂ) 

⑪屋上における緑化施設の面積（⑨＋⑩）  

⑫壁面における緑化施設の面積  

緑化施設の面積（⑧＋⑪＋⑫） (Ｃ) 

  

（豊田市緑化推進規則第１３条関連） ※該当する場合のみ記入してください。 

面積の算出項目 面積（㎡） 

環
境
負
荷
低
減
施
設 

⑬太陽光発電設備の面積（太陽電池パネルの設置面積） 
 

⑭その他市長が認めた施設の面積 
 

環境負荷低減施設の面積（⑬＋⑭） 
(Ｄ) 
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（裏） 

 ３ 緑化施設の面積に占める園路、土留等の面積の割合 

  

園路、土留等の面積〔（Ａ）＋（Ｂ）〕   ㎡ 

×１００＝     ％

緑化施設の面積（Ｃ）           ㎡ 

  

  

 ４ 緑化率 

 

 緑化施設の面積（Ｃ）           ㎡ 

×１００＝     ％

 敷地面積                 ㎡ 

 

  

５ 環境負荷低減率  ※該当する場合のみ記入してください。 

 

 環境負荷低減施設の面積（Ｄ）       ㎡ 

×１００＝     ％

敷地面積                 ㎡ 

    

 

  注意 該当する□の中にレ印をつけてください。
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様式第３号（第４条関係） 

 

緑化率等適合証明通知書 

  年  月  日 

 

         様 

 

豊田市長        印  

 

     年  月  日付けで申請のありました建築物の 
緑化率 

については、 
緑化率等 

都市緑地法施行規則第２５条 

の規定により、 豊田市緑化推進条例第５条第５項 

豊田市緑化推進条例第６条第３項において準用する同条例第５条第５項 

次のとおり 

都市緑地法第３５条 

の規定に適合していることを証明します。 
都市緑地法第３６条 

同条例第５条 

同条例第６条 

建 築 物 の 名 称  

地 名 地 番   

敷 地 面 積                      ㎡ 

都市緑地法の規定による

緑化率の最低限度 
％ 

豊田市緑化推進条例の規定に

よる緑化率等の最低限度 
％ 

緑 化 施 設 等 の 面 積  

緑 化 施 設 ㎡ 緑 化 率 ％ 

環境負荷低減施設 ㎡ 環境負荷低減率 ％ 
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様式第４号（第５条関係） 

 

緑化率等規制適用除外許可申請書 

年  月  日 

豊田市長 様 

申請者  住所 

氏名             ㊞  

（法人の場合は、所在地、名称及び代表者氏名） 

電話番号 

 都市緑地法第３５条第３項第 号 
の規定による適用除外の許可を受けたい 

 豊田市緑化推進条例第５条第４項第 号 

ので、次のとおり申請します。  

建 築 物 の 名 称  

地 名 地 番   

建 築 物 の 用 途  

用 途 地 域   

① 敷 地 面 積                      ㎡ 

建 ぺ い 率 の 緩 和   □防火地域内の耐火建築物  □市が指定する角地等 

都市緑地法の規定による

緑化率の最低限度 
％ 

豊田市緑化推進条例の規定によ

る緑化率等の最低限度 
％ 

工事種別・増築割合  

 □新築 

 □増築（都市計画決定告示日の床面積の合計に対する増築後の床面積

の合計の割合：  ％） 

緑 化 施 設 等 の 面 積  
②緑 化 施 設 ㎡ 緑 化 率 ％ 

環境負荷低減施設 ㎡ 環境負荷低減率 ％ 

③用途により緑化が困

難な敷地の面積 
㎡ ④がけ地等の面積 ㎡ 

⑤緑化が可能な敷地の

面積 

（①－（③＋④）） 

㎡ 
緑化が可能な敷地における 

緑化率（②／⑤×１００） 
％ 

工事着手予定年月日 年  月  日 

工事完了予定年月日 年  月  日 

申 請 理 由  
 

 

担 当 者  

（ 設 計 管 理 者 ）  

住所 

氏名 

電話番号 

注意 該当する□の中にレ印をつけてください。
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様式第５号（第５条関係） 

 

緑化率等規制適用除外許可通知書 

  年  月  日 

 

         様 

 

豊田市長        印  

     年  月  日付けで申請のありました 
緑化率 

の規制の適用除外につい 
緑化率等 

ては、 
都市緑地法第３５条第３項第 号 

の規定により、次のとおり許可しま 
豊田市緑化推進条例第５条第４項第 号 

したので通知します。 

建 築 物 の 名 称  

地 名 地 番   

敷 地 面 積                      ㎡ 

都市緑地法の規定による

緑化率の最低限度 
％ 

豊田市緑化推進条例の規定によ

る緑化率等の最低限度 
％ 

緑 化 施 設 等 の 面 積  

緑 化 施 設 ㎡ 緑 化 率 ％ 

環境負荷低減施設 ㎡ 環境負荷低減率 ％ 

緑化が可能な敷地の面

積 
㎡ 

緑化が可能な敷地における 

緑化率 
％ 

許 可 条 件  
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様式第６号（第６条関係） 

 

緑化施設工事完了延期認定通知書 

年  月  日 

         様 

 

豊田市長         印  

 

      年  月  日付けで申請のありました緑化施設の工事の完了の延期につい

ては、都市緑地法第４３条第１項の規定により、次のとおり認定しましたので通知しま

す。 

 

１ 緑化施設を整備する建築物の敷地の位置及び面積 

建 築 物 の 名 称  

地 名 地 番   

敷 地 面 積                      ㎡ 

２ 整備する緑化施設の概要、規模、配置、種別及び面積 

整備する緑化施設の概

要及び規模 
 

配 置  

種 別  

面 積                     ㎡ 

３ 上記２のうち工事を完了することができない緑化施設の概要、規模、配置、種別、

面積及び完了予定年月日 

工事を完了することが

できない緑化施設の概

要及び規模 

 

配 置  

種 別  

面 積       ㎡ 

完 了 予 定 年 月 日    年  月  日 
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様式第７号（第７条関係） 

 

申請取下届 

 

年  月  日 

豊田市長 様 

届出者  住所 

氏名             ㊞  

（法人の場合は、所在地、名称及び代表者氏名） 

電話番号 

 

 

  申請を取り下げるので、豊田市緑化推進規則第７条の規定により、次のとおり届け出

ます。 

申 請 書 の 名 称 

 □緑化率等適合証明申請書 

□緑化率等規制適用除外許可申請書 

□緑化施設工事完了延期認定申請書 

申 請 年 月 日  年  月  日 

建 築 物 の 名 称  

地 名 地 番   

取 下 げ の 理 由 

 

 

 

 

担 当 者  

（ 設 計 管 理 者 ）  

住所 

氏名 

電話番号 

注意 該当する□の中にレ印をつけてください。
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様式第８号（第８条関係） 

 

申請書等記載事項変更届 

 

年  月  日 

豊田市長 様 

届出者  住所 

氏名             ㊞  

（法人の場合は、所在地、名称及び代表者氏名） 

電話番号 

 

  申請書等に記載した項目を変更するので、豊田市緑化推進規則第８条第１項の規定に

より、次のとおり届け出ます。 

通知書交付年月日及び

番号 
年  月  日   第    号 

建 築 物 の 名 称  

地 名 地 番   

敷 地 面 積                      ㎡ 

変 更 事 項  

変更前  

変更後  

緑 化 施 設 の 面 積  変更前 ㎡ 変更後 ㎡ 

緑 化 率 変更前 ％ 変更後 ％ 

環境負荷低減施設の面

積 
変更前 ㎡ 変更後 ㎡ 

環 境 負 荷 低 減 率  変更前 ％ 変更後 ％ 

工事完了予定年月日  変更前     年 月 日 変更後     年 月 日 

変 更 理 由  

 

 

 

 

担 当 者  

（ 設 計 管 理 者 ）  

住所 

氏名 

電話番号 
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様式第９号（第９条関係） 

 

工事中止届 

 

年  月  日 

豊田市長 様 

届出者  住所 

氏名             ㊞  

（法人の場合は、所在地、名称及び代表者氏名） 

電話番号 

 

 

  工事を中止したので、豊田市緑化推進規則第９条の規定により、次のとおり届け出ま

す。 

通知書交付年月日及び

番号    
年  月  日   第    号 

建 築 物 の 名 称  

地 名 地 番   

中 止 の 理 由  

 

 

 

 

 

担 当 者  

（ 設 計 管 理 者 ）  

住所 

氏名 

電話番号 
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様式第１０号（第１０条関係） 

 

緑化施設等工事完了届 

 

年  月  日 

豊田市長 様 

届出者  住所 

氏名             ㊞  

（法人の場合は、所在地、名称及び代表者氏名） 

電話番号 

 

 

  緑化施設及び環境負荷低減施設に係る工事を完了したので、豊田市緑化推進条例第８

条第１項の規定により、次のとおり届け出ます。 

通知書交付年月日及び

番号 
年  月  日   第    号 

建 築 物 の 名 称  

地 名 地 番   

敷 地 面 積                      ㎡ 

建 ぺ い 率 の 緩 和  □防火地域内の耐火建築物  □市が指定する角地等 

都市緑地法の規定による

緑化率の最低限度 
％ 

豊田市緑化推進条例の規定によ

る緑化率等の最低限度 
％ 

工事種別・増築割合 

 □新築 

 □増築（都市計画決定告示日の床面積の合計に対する増築後の床面積

の合計の割合：  ％） 

緑 化 施 設 等 の 面 積  
緑 化 施 設 ㎡ 緑化率 ％ 

環境負荷低減施設 ㎡ 環境負荷低減率 ％ 

工 事 着 手 年 月 日  年  月  日 

工 事 完 了 年 月 日  年  月  日 

担 当 者  

（ 設 計 管 理 者 ）  

住所 

氏名 

電話番号 

注意 該当する□の中にレ印をつけてください。
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様式第１１号（第１０条関係） 

 

緑化施設等工事完了確認証明通知書 

  年  月  日 

 

         様 

 

豊田市長        印  

 

     年  月  日付けで届出のありました建築物の 
緑化率 

については、 
緑化率等 

豊田市緑化推進条例第８条第２項 
の規定により、 

豊田市緑化推進条例第８条第３項において準用する同条第２項 

次のとおり 

都市緑地法第３５条 

の規定に適合していることを確認しましたので、証明  
都市緑地法第３６条 

同条例第５条 

同条例第６条 

します。 

通知書交付年月日及び

番号 
年  月  日   第    号 

建 築 物 の 名 称  

地 名 地 番   

敷 地 面 積                      ㎡ 

都市緑地法の規定による

緑化率の最低限度 
％ 

豊田市緑化推進条例の規定によ

る緑化率等の最低限度 
％ 

緑 化 施 設 等 の 面 積  

緑 化 施 設 ㎡ 緑化率 ％ 

環境負荷低減施設 ㎡ 環境負荷低減率 ％ 

工 事 完 了 年 月 日  年  月  日 
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様式第１２号（第１１条関係） 

（表） 

第    号 

身分証明書 

 

                          所属 

                          職名 

                          氏名 

 上記の者は、 
都市緑地法第３８条第１項 

の規定により立入検査を行う 
豊田市緑化推進条例第１１条第２項 

職員であることを証明します。 

 

     年  月  日 

 

 

                    豊田市長            印  

 

  有効期限   年  月  日 

（裏） 

            都市緑地法（抜すい） 

 （報告及び立入検査） 

第３８条 市町村長は、前条の規定の施行に必要な限度において、政令で定めるところにより、建

築物の新築若しくは増築又は維持保全をする者に対し、建築物の緑化率の最低限度に関する基準

への適合若しくは緑化施設の管理に関する事項に関し報告させ、又はその職員に、建築物若しく

はその敷地若しくはそれらの工事現場に立ち入り、建築物、緑化施設、書類その他の物件を検査

させることができる。 

２ （略） 

            豊田市緑化推進条例（抜すい） 

 （報告及び立入検査） 

第１１条 市長は、この条例の施行に必要な限度において、建築物の新築若しくは増築又は維持保

全をする者に対し、建築物の緑化率等の最低限度に関する基準への適合又は緑化施設等の管理に

関する事項に関し、必要な報告を求め、又は資料を提出させることができる。 

２ 市長は、この条例の施行に必要な限度において、当該職員に、建築物若しくはその敷地又はそ

れらの工事現場に立ち入り、緑化施設等、帳簿書類その他の物件を検査させることができる。 

３ 前項の規定により立入検査をする職員は、その身分を示す証明書を携帯し、関係人の請求があ

ったときは、これを提示しなければならない。 

４ 第２項の規定による権限は、犯罪捜査のために認められたものと解釈してはならない。 

備考 用紙の大きさは、縦５．５センチメートル、横９．１センチメートル  
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７-５ 緑化施設工事完了延期認定申請書様式【都市緑地法】 

 

別記様式第二（第十条関係） 

緑化施設工事完了延期認定申請書 

年  月  日 

豊田市長   殿 

申請者の住所又は主たる事務所の所在地 

 

申請者の氏名又は名称          印 

 

   都市緑地法４３条第１項の規定に基づき、建築基準法第６条第１項の規定による工

事の完了の日までに緑化施設に関する工事を完了することができないことについて認

定を申請します。この申請書及び添付書類に記載の事項は、事実に相違ありません。 

注１ 申請者が法人である場合には、代表者の指名も併せて記載すること。 

２ 氏名の記載を自署で行う場合には、押印を省略することができる。 

１ 緑化施設を整備する建築物の敷地の位置及び面積 

建築物の名称  

地名地番  

敷地面積  

２ 既存の緑化施設の位置、種別及び面積 
既存の緑化施設の位置 配置図のとおり 
種別 配置図のとおり 
面積  

３ 整備する緑化施設の概要、規模、配置、種別及び面積 

整備する緑化施設の概要及び規模  

配置 配置図のとおり 

種別 配置図のとおり 

面積  

４ 上記３のうち工事を完了することができない緑化施設の概要、規模、配置、 

種別、面積、当該工事を完了することが出来ない理由及び完了予定年月日 

工事を完了することができない緑化施設の概要及び規模  

配置 配置図のとおり 

種別 配置図のとおり 

面積       

工事を完了することが出来ない理由  
完了予定年月日 年  月  日 

５ 緑化施設の面積の敷地面積に対する割合 
上記２と３を合計した緑化施設の面積の敷地面積に対する割合  
上記２と３を合計した緑化施設の面積から上記４の緑化施設の面積を減
じた緑化施設の面積の敷地面積に対する割合 

 

（注）面積については、都市緑地法施行規則第９条の規定に基づいて計算すること。 


